


[image: ]










救国の転移乙女はおじさまの愛に救われる









［著］猫屋ちゃき

［イラスト］Ｆａｙ














　もくじ




第一話

第二話

第三話

第四話

第五話


















第一話












　突然真っ白な光に包まれて、春歌は気がつくと見知らぬ空間にいた。

　まるでどこかの神殿のような、大きな石でできた柱や床材、天井に囲まれている空間だ。しかも、その空間の中にたくさんの人たちがいて、距離を置いて春歌を取り囲むようにして立っている。

　さっきまで、大学のキャンパス内を歩いていたはずなのに。

　一限の講義を受けて、次は三限からだから早めのお昼ご飯をカフェテリアで済ませて、レポートの資料探しをしようと図書館へ向かっていたはずだった。

　どうしてこんな場所にいるのだろう。

　眩しくて前が見えなくなって、身体がふわっと浮いたかと思ったら、次の瞬間にはこれだ。

　瞬きする間にどこかへ行ってしまうなどということは普通に考えればあり得ないことで、その得体の知れない状況に春歌は慄いていた。

　しかも、春歌を取り囲んでいるのはよくわからない集団だ。白いカソックのようなデザインの服を着た、外見だけでいうと外国人のように見える人たちに囲まれている。そのことを認識して、春歌の混乱と恐怖はさらに増す。

　誰か、何か、少しでも見知ったものはないかと周囲を見回してみても、見慣れない空間で異様な人たちに囲まれているという認識がさらに強まっただけだ。

　春歌を囲む人たちは、皆やりきったというような充実した表情を浮かべているし、中には感極まったというように涙を流している人もいる。何か言葉を囁き交わしているようだが、日本語ではないため聞き取ることはできない。

　ここはどこなのか。彼らは誰なのか。なぜ喜んだり泣いたりしているのか。春歌はどうやって、ここに来てしまったのか。

　疑問が次々と浮かぶが、どうしていいのかわからなかった。

　今は険悪な雰囲気ではないものの、春歌が動くことでこの状況がどう変わるか予測ができないから。

　あまりにも非現実的なことに、夢ではないかとも考えた。だからこっそり二の腕をつねってみたが、きちんと痛かった。

　少しの間どうしたらいいかわからずに立ち尽くしていると、集団の中からひとりの人物が進み出てきた。

　長い髭を蓄えた、漫画とかで描かれる長老みたいな姿の人だ。

　その人物は、何事かを春歌に語りかけた。とても穏やかで満ち足りた笑顔を浮べて。だが、言葉は相変わらず耳慣れない外国語にしか聞こえず、何と言われたかわからない。

　伝わっていないことを気づいてもらおうと、困った顔をして首を振ってみた。すると、長老は心得たというように頷いて、手に持っていた鈍色のゴブレットの中に入っていた液体を春歌の額に振りかけた。

「これで、我々の言葉が聞き取れるようになったでしょうか？」

「は、はい」

　液体をかけられたことによってか、目の前の長老の言葉が突然わかるようになった。

　その直後、その場にいた全員が跪いた。

「よくおいでくださいました、聖女様」

「え……」

　見知らぬ場所、得体の知れない白装束の集団、聖女という言葉――バラバラだったパズルのピースが組み合わさるようにして、春歌は自分の置かれている状況を理解した。

（これって、漫画なんかで見る異世界転生っていうやつ？　死んでないから転移か。聖女召喚ってやつなのは、間違いなさそうだけど）

　まるで他人事のように遠いところでは理解できても、これが自分の身に起きていることとしてはまだ実感が湧いていなかった。

　聖女などと呼ばれたが、何のために自分がここに喚び出されたのかまったくもってわからないのだから。

　きっと手違いで呼ばれてしまったのだろう。そうだとしたら、早めに申告しなくてはならない。嬉しそうにしているのに水を差すのは忍びないが、間違いなら早めにわかったほうがいいに違いない。

「あの……私、聖女じゃありません。何かの手違いでここへ来てしまったと思うんですが」

「いいえ。そのようなことは決してございません。ここへやって来られたということは、聖女としての資質がある証拠ですから」

「でも、私には特別な力なんてありませんし……」

「そのようなことは決してございません」

　本当に困って訴えかけているのに、長老は取り合ってくれる気配はなかった。「謙虚な方だ」「きっと謙遜しているだけだろう」などという周囲の声も聞こえてくる。

　そのことが怖くなって、春歌は焦った。

「本当に、私にできることはありません。どうか元の場所に返してください！」

　どうやったかはわからないが、こうして言葉が通じるようになったのだ。それならだめで元々でも訴えるしかないだろう。だが、長老は少し困った顔をして首を振る。

「それはできません。我々には聖女様を喚び出すのがやっとで、元の世界に還す力はないのです」

「そんな……」

「それに、聖女様にはやっていただかなければならないことがございます」

　長老はとても丁寧な口調で言うが、これはお願いではなく命令だと春歌は感じた。喚び出された聖女が命令されることなんて、ひとつしかない。

「……まさか、『世界を救ってくれ』なんて言うんですか？」

「おお、その通りです！　聡明なお方で助かります」

　投げやりに尋ねれば、長老は大げさに喜んだ。それにつられるようにして、周囲の人々の期待も高まるのがわかった。

　期待させたかったわけではないし、むしろ何者でもないことを早めにわかってほしかっただけだ。それだけに、春歌の焦りは強くなる。

「無理です！　そんな、物語みたいなこと！　私、何の取り柄もないただの大学生だし、いきなり知らない世界に喚び出されて助けてくれなんて言われても困ります！」

　それは包み隠すことない本音で、精一杯の訴えだった。

　ただいつものように大学のキャンパス内を歩いていただけなのに、突然知らない場所に連れてこられ、聖女だと言われ、世界を救ってほしいと願われるなんて、信じられないことだ。

　その上、元の世界に還すことはできないなどと言われて、正気でいられるわけがない。

　それを必死で訴えるのが伝わったのか、周囲を囲む白装束の集団が目に見えて落胆するのがわかった。

　だが、長老だけは落ち着いたまま、春歌の目を見つめる。

「あなたは、ただの人などではございません。女神の加護を受け、その力をふるう素養があったからこそ、こうして我らの召喚に呼応してくださったのですから。ここにいるという事実が、あなたが聖女様である証なのです」

　長老の言葉に聞き入るように、周囲の人々はしんと静まり返っていた。期待を捨て切れず、春歌を見つめている視線を痛いほどに感じる。

　よく見れば、長老も人々も疲弊しているのがわかる。きっと聖女召喚で力を使ったのだろう。その様子を見れば、彼らも必死なのだということが伝わってくる。

「……その、使命？　しなければならないことが具体的に何なのかわかりませんが、それが終わったら自分の世界に帰れるんですか？」

　きっと、聖女の役割を断ることはできないのだろう。喚び出す儀式で疲弊した彼らに、春歌を還す力がないのは見て取れる。それならば返答次第で引き受けてもいいかと考えたのだが、長老はひどく申し訳なさそうに首を振った。

「聖女様のお役目は世界の鎮めを行ったのち、生涯を共に過ごす杖……伴侶を選んでいただくことなのです。その杖と共に世界に祈りを捧げ、生涯をこの世界で過ごしていただくことになります」

「帰れないの……？　伴侶って、誰かと結婚させられるの？」

　帰れないだけではなく、この見知らぬ世界で誰かと結婚させられてしまう――その事実に、春歌は怖くなった。感じるのは、戸惑いを通り越してもはや恐怖だ。

　心が受容できるキャパシティを超えてしまったため、春歌はふるふると首を振るしかできない。

「得体の知れない者と婚姻させようなどとは思っておりません。聖女様の杖の候補は、この国の立派な王族の方ですので」

　春歌の怯えを感じ取ったらしく、長老が宥めるように言った。だが、そんなことは何の慰めにもならない。王族だろうと貴族だろうと、春歌にとっては知らない人だ。

　長老の言葉に応えるようにして、二人の人物が人々の中から現れた。白装束の中にあってはある種異様な、高貴な身なりだ。

「こちらの方々が、聖女様の杖となる候補でございます。フィリップ王太子殿下とジークベルト王弟殿下です」

　長老が紹介すると、二人の男性は前へと進み出て一礼した。

「私はフィリップ。あなたのお名前を教えてくださいますか？」

　金髪に青い目をした、絵に描いた王子様のような美青年が、優美な微笑みを向けてきた。ただ微笑まれただけで特別なもてなしを受けたと感じるような、そんな笑顔だった。

　その笑顔をつっぱねることは難しく、春歌は渋々口を開いた。

「春歌……江藤春歌」

「俺は、ジークベルトだ。よろしく、エトウハルカさん」

　春歌の自己紹介に答えるように名乗ったのは、周囲より頭ひとつぶん背が高い男性。フィリップよりひと回りくらい歳が上に見える、大人な男性だ。

　フィリップとジークベルト。確かに長老の言うように、立派な王族の男性であることは間違いなさそうだ。

　だからといって春歌の置かれた状況が何か、好転するわけではない。

　だが、この世界でこれから生きていかねばどうしようもならないのだとしたら、結婚の相手がこの二人のどちらかなのは救いなのかもしれないと、春歌は疲れた頭でぼんやりと考えた。
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　春歌が召喚された国は、グーディンデドラク――女神の竜、という名のついた国らしい。

　大昔、この大地を大きな悪いドラゴンが暴れまわり、そこに暮らす生き物たちを苦しめていたところ、天から女神がやってきてやっつけてくれたのだという。ドラゴンを打ち倒した女神はその体を、頭と尾、四肢の六つに分けてこの土地に封印した。

　ところが女神がいなくなったあと、長い年月が経つと封印が緩んで瘴気が漏れ出してくるようになった。

　そのため、女神と同じ特性を持つ存在である聖女を召喚して、封印を強める〝鎮め〟という儀式を行って世界の平和を保っているのだという。

　鎮めを行わなければドラゴンの遺骸から瘴気が漏れ出し続け、病気や災害が発生して人々は生きていけなくなるとのことだ。

　そんな内容を、もっと長い言葉で、もっと重々しい神話じみた話として、春歌は神官から聞かされた。

　この世界に召喚された日に、春歌は王城へと連れ帰られた。そこで広い部屋を一室与えられ、世話をする召使いを何人もあてがわれた。

　その翌日から毎日やってきて講義をするこのニールセンという神官も、そういった世話役のひとりだ。

（グーディンデドラク……この音の響きはドイツ語に近いから、ゲルマン語族ってやつなのかな）

　ニールセンの声はあまりに低く抑揚がなく、聞いていると眠くなってきてしまう。だから春歌は、ぼんやりと大学の講義で習った言語学のことを思い出して考えていた。

　第二外国語はドイツ語を履修していたが、まだ講義を受け始めて間もないのが悔やまれる。もう少しきちんと学ぶことができていれば、もしかしたらこの見知らぬ世界での暮らしも違ったかもしれない。

　大学に入学してまだ二ヶ月も経っていないうちに、こんなところに連れてこられてしまったのだ。学びたかったことは何ひとつ身についていない。

（ドイツ語検定に申し込んでたのにな。……お父さんもお母さんも、友達だって心配してるよね）

　大学の講義に思いを馳せたことで、途端に元の世界が恋しくなった。帰れないと言い切られてから考えまいとしているのだが、ふとした瞬間に考えてしまう。

「聖女様。これからあなたが暮らしていく国の歴史や文化の話をしているんです。きちんと聞いていただかないと」

　講義に身が入っていなかったことがばれたのだろう。ニールセンが露骨にムッとした顔で春歌のことを見ていた。

　まるで不真面目な生徒に向ける目だと感じて、春歌も面白くない気分になった。かしずかれるのも嫌だが、どうして勝手に連れてこられた上に勉強を強いられ注意をされなくてはいけないのだろうと思うと不愉快だ。

「好きで来たんじゃありません」

　あまりに面白くなくて、春歌はつい言い返してしまった。

　説教じみたことを言われて、反発したくなったのだ。

　これが本当にただの教師と生徒という関係なら、この態度はよろしくないだろう。だが、あくまで春歌は無理やり連れてこられた立場だ。それがわかるからか、ニールセンは呆れと困惑の表情を浮かべて黙ってしまった。

　それでもその沈黙が非難めいて感じられて、春歌は感情を抑えられなくなった。

「この世界の人たちが大変なのはわかります。乗りかかった舟というか、呼ばれてしまったのは仕方がないのでできるだけのことをしようとは思うのですが……元の世界には帰れないんですか？　一生？　私にだって家族や友達はいるのに」

　ニールセンは所詮神官のひとりで、こうして怒りをぶつけても仕方がないのはわかっている。ただ、彼が春歌に対して不満を持っているのが、それを包み隠す気がないのが、どうしても許せなかったのだ。

「それは……大変気の毒に思います。ですから、そのための高待遇と王族との婚姻なのです」

　あからさまにうろたえて、消え入りそうな声でニールセンは言った。だが、その言葉にすら春歌に寄り添うものはなく、余計に腹が立った。与えるものは与えるのだから黙れと言われているようで、納得できない気持ちが一気に溢れ出す。

「そんなのいりません！　地位も名誉も結婚もいらない！　帰りたい！　ただ帰してほしいだけなんです……」

　泣くまいと思ったのに、どうしても涙が出てしまう。それを見て、ニールセンが苦しそうに顔をしかめた。それでも、春歌に同情することなどないのだろう。しばらくためらってから、彼はやがて席を立った。

「後生ですから、聞き分けてください。聖女としての自覚を持っていただかないと」

　自分に言えるのはそれだけだとでもいうように、ニールセンは部屋を出ていった。

　取り残された春歌は、感情をぶつける先がなくなってただ涙を流した。ここに来て、こんなに泣いたのは初めてだ。泣くのを我慢していたのもあるし、感情がすぐには追いつかなかったというのもある。

　この数日、心のどこかでこれはなかなか覚めない夢なのではないかと思っていたのだ。だが時間が経って、これが夢ではなく現実だと認めなければいけなくなって、泣けてきたというわけだ。

「自覚って、なりたくてなったんじゃないのに……」

　いきなり得体の知れない世界に拉致されて聖女様だなんて呼ばれて、使命を果たせ、その自覚を持てだなんて言われても困る。その上、慣れない生活をいたわられるどころか呆れられ説教されるなんて、あまりの仕打ちだと感じてしまう。

　いつまでも被害者のつもりでいても埒があかないのは、理解はしているのだ。それでも、加害者である向こうがその意識がなく春歌を責めるのなら、春歌としてはいつまでも気持ちに折り合いをつけることができない。

「失礼いたします。冷たいお飲み物をお持ちいたしました」

　しばらくひとりで涙を流して鼻をぐすぐすいわせていると、ドアがノックされ使用人が入ってきた。

　使用人は城の所属だからか、神官たちのような真っ白な服ではなく、地味ではあっても色のついたしっかりとした服を身に着けている。

　簡素なお仕着せに身を包んだメイドは水差しからゴブレットに水を注ぎ、春歌に差し出した。

　泣いて喉が渇いていたから、ちょうどよかった。ひと口飲むと、口の中にほのかに果物の香りが広がった。水差しの中を見ると、果物がいくつか浮いていた。どうやらそうやって香りづけしているらしい。

　ゴブレットに注がれたぶんを飲み干すと、メイドはそっとハンカチを差し出してきた。意図がわからず首を傾げると、彼女は目元を指差した。わずかに湿らせてありひんやりとするそのハンカチで、泣いた目元を冷やすようにという配慮だったようだ。

　神官のニールセン以外、こうして世話を焼いてくれる人たちはみんな親切だ。誰も春歌に批判的な態度は取らないし、きついことを言わない。

　だから、ちょっとしたわがままというか要望なら聞いてもらえることもある。

「あの、すみません。今着せてもらっている服、とっても素敵なんですけどいつも身に着けているのは落ち着かないから、元々着ていた服を返してもらえませんか……？」

　城へと連れてこられてから、春歌はずっとドレスを身に着けさせられている。コルセットやクリノリンを着用しない、胸下から切り替えのあるシンプルなデザインのドレスだ。それでも着慣れなければ落ち着かなくて、せめて自室にいるときくらいは馴染んだ格好をしたいと思ってしまう。

「あれは、聖女様に相応しくありませんので、お預かりしております」

　このメイドさんなら優しいからお願いを聞いてくれるかもしれない――そう期待していたのに、彼女はにっこり笑って首を振った。そして飲み物もハンカチも届けて役目を果たしたからか、また静かに部屋を出ていってしまった。

　たかだか服装ひとつとっても、春歌には自由はないみたいだ。そのことを意識すると、ずんと気持ちが沈む。

「相応しくないって、あれ……せっかく初めてのバイト代で買ったお気に入りだったのにな」

　高校を卒業して、大学の合格発表を見てすぐに始めたバイトだった。ＢＧＭのセンスがよくて、居心地がいいと感じた喫茶店だった。

　そのバイトで頑張って得たお金で買った服が手元に戻ってこないだけではなく、もうそのバイトをするような生活にも戻れないのだ。

　改めてそのことを意識すると鼻の奥がつんとしたが、もう涙は出てこなかった。










　どのくらいそうしていたかわからないが、春歌はメイドが出ていってしばらく、椅子に腰掛けて呆然としていた。

　すると再びドアがノックされ、誰かが入ってきた。

「フィリップさん……」

　やってきたのは、王太子のフィリップだった。今日も相変わらず高貴な身なりをして、キラキラと輝いている。

　彫りが深い整った美しい顔を見ると、少しだけ気持ちが慰められた。こういうときには、アイドルやイケメン俳優に入れ込む人の気持ちが少しわかる。美というものには、良い効能があるらしい。

　そうやって鑑賞するぶんにはフィリップの美しさは有り難いが、この人の横に並ぶことを考えるとげんなりしてしまう。その上、平凡な顔の自分を妻にしなければならないかもしれないことを思うと、フィリップが気の毒になる。

　そんな春歌の内心など気がつかない様子のフィリップは、うかがうように微笑みを向けてきた。

「あなたが泣いているって聞いたから来たんだ。きっと、知らない世界で不安だろうなって思って」

　フィリップは優美な笑みを浮べて、それでいて真剣な眼差しで見つめてくる。それは、春歌をいたわる視線だった。

　この世界にやってきて、初めて向けられる同情の視線だ。

　心底思いやられていると思うと、それを求めていたはずなのに複雑な気分になる。

　そんな春歌の戸惑いを感じたからだろうか。フィリップは安心させるようににっこりした。

「私は、あなたがこの世界に来てくれたことが嬉しいんだ。だから、そのことを伝えたかった」

　屈託がないというのは、こういう笑顔のことを言うんだろうな――フィリップを見て、そんなふうに春歌は感じた。愛されている人の笑顔だし、自分は必ず愛されるはずだと信じている顔だ。

　だが、そんなまっすぐな笑顔を向けられると、春歌の心の傷ついた部分がチクリと痛んで、どうにも卑屈な気持ちになってしまう。

「……嬉しいんですか？　それは世界が救われるから？」

　ちょっぴり意地悪な気持ちになって、春歌はフィリップに問いかけた。そんなふうに人から、特に女性に冷たくされることには慣れていないのだろう。フィリップはあからさまに狼狽えた。

　だが、すぐに持ち直してまた笑顔を浮かべる。

「そうではなくて……いや、それももちろんあるんだけど。子供のときからずっと異世界から来た聖女の話を聞いて育ったから、憧れだったんだ」

　そう言って笑ったフィリップは、自分が幼いときから寝る前の子守唄代わりに聞かされたという聖女の伝承について語り始めた。

　ある聖女は鍛え抜かれた美しい肉体を持ち、魅惑的な踊りと独特の発声で鎮めを行ったという。

　別の聖女は、そよ風のような繊細な声と竪琴でたちまち瘴気を払ってしまったという。

　その他にも類まれなる美貌の聖女や、朗らかな人柄で多くの人々に愛された聖女の話などを聞かされた。

　春歌は初めのうちは、自分と同じように別の世界からこの国に連れてこられた女性たちの話に興味津々だった。

　だが、こうして伝承として語り継がれているということは、その人たちは立派に聖女としての使命を果たしたということだ。そんな人たちの話を聞いても親近感が湧くどころか、自分とは違う存在なのだと思い知らされて段々と落ち込んできてしまった。

「みなさん、すごい方ばかりなんですね。私には、何もないのに……」

　これが、フィリップがひとしきり話したあと春歌が抱いた感想だった。歴代の聖女のすごさを理解すると、なおさら自分が何かできる人間だとは思えない。

　卑屈になったわけではなくごく素直な感想だったのだが、フィリップは大げさに困った顔をして首を振った。

「私は、あなたがこうして召喚されてきたというだけで嬉しいんだ。まさか、自分が生きている間に召喚が成功するなんて思ってなかったから。それなのに、小さな頃から夢見てたんだ。聖女に会いたいって。そしてできたら杖に選ばれたいって。その憧れが叶ったんだ。それが嬉しいんだよ」

　そう言って、フィリップはキラキラの笑顔を浮べた。漫画だったらきっと、星と花が散る素敵なシーンだ。

　それなのに、春歌の心は不思議なほどにときめかなかった。きっと、こんな美男子に微笑まれたら嬉しいだろうと思っていたのに。

　フィリップとしても、これまでこうして微笑んで喜ばなかった女性はいなかったのだろう。春歌が嬉しそうにしないのを見て、戸惑ったように頬をかいた。

　こういうのを包み隠せないあたり、美形でもまだまだだなと感じてしまう。確か年齢は春歌よりひとつ上の十九歳だと言っていたから、筋金入りの女たらしを演じるのはまだ難しいのだろうが。

「とにかく、『こんなにあなたを求めている人がいるよ』って言いたかったんだ。だから、疎外感や孤独感を覚えなくていいんだよ」

　フィリップは春歌の手を両手で包み込むようにギュッと握って、笑顔で出ていった。

　残された春歌は、何だかモヤモヤしてしまった。

　とびきりの美形に手を握って微笑まれたのに、ときめかないどころかモヤモヤするなんて、そんなことがあるなんて思ってもみなかった。

「……彼が興味を持ってるのは、私自身じゃなくて聖女にだもんね」

　ポツリと言って、それが胸にストンと落ちて、春歌は納得した。

　フィリップの好意が、春歌にまっすぐ向いているものならきっと嬉しかったのだろう。これまで恋人ができたことがなかった春歌だが、人並みに恋はしてきた。だから、そのくらいのことはわかるのだ。

　自分に向けられているようでそうではない好意というのは、そっぽを向かれているのよりある意味悲しい。

　そのことを感じ取っていたからこそ、春歌はモヤモヤしたのだ。

（それでも、この世界でやっていかなくちゃいけないんだな）

　モヤモヤは消えないし、そのせいですごく寂しかったから、諦めるようにそんなことを眠るときに思った。






　その翌日。

　神官のニールセンが来るよりも早い時間に、ドアを叩く者がいた。

　またフィリップが来たのだろうかと身構えたが、彼ならばノックしたあと勝手に入ってくるだろう。それならばと訝しみつつ「どうぞ」と返事をすると、入ってきたのはジークベルトだった。

「おはよう、ハルカ。……よく眠れたかい？　って聞こうと思ったんだけど、その顔を見れば、いまいちだったのはわかるよ」

　ジークベルトは春歌の顔を見るなり、困った顔をした。だがすぐに普通の表情に戻り、春歌を見つめる。

「フィリップが君を元気づけるのに失敗したって聞いたから、もしかしたら一晩経っても元気になってないかなと思って来てみたんだ。それなら、俺と外出しようか」

「外出……？」

「気晴らしになるだろう？」

　ふっと笑ってみせると、ジークベルトは春歌の部屋で掃除や片づけなどの細々とした仕事をしていたメイドを呼びつけた。

「地味な服を用意してくれるかな。お忍びで外出しても大丈夫な服装ね」

　ジークベルトは柔和というよりもくだけた様子でメイドに語りかけ、するりと動かしてしまった。王族だということで威圧感があるわけでも特別な存在感を放つわけではなく、気安い感じのする不思議な人だ。そのせいかメイドも畏まることはなかった。

　恐縮しなくていい人物からの指示だったからか、メイドはあっという間にどこからか簡素な服を用意してきて、春歌を着替えさせてしまった。機能的で装飾が少ないことから考えると、おそらくこの世界の平民の服なのだろう。その上からさらにベージュのフード付きマントを被せられ、すっかり目立たない姿になった。

「よし、いいね。これだけ地味にしていれば、今のハルカを見ても誰も聖女だとは思わないだろう。それに、似合っていて可愛いな。いい見立てだ」

　ジークベルトは着替えた春歌を見て満足げに頷いて、用意したメイドをねぎらった。

　こんなふうに地味な服を着せられて似合うと言われると、春歌は少し複雑な気分になった。だが、これがきっとフィリップに言われたら複雑どころかはっきりと嫌な気分になっただろうから、ジークベルトは不思議な人だ。

　背がすらりと高いし、少し眠たげなのが気になるが垂れ目が妙に色気を感じさせる端正な顔をしている。フィリップに負けず整った高貴さを感じさせる容姿をしているのだが、それなのに不思議と親近感を持てる人だと春歌は感じていた。もしかしたら高貴な人には不釣り合いな無精髭のせいかもしれない。

「それじゃあ、移動しようか」

「はい」

　ジークベルトに促されて部屋を出ると、そこからしばらく城の中を歩かされた。細く、ほのかに暗い通路はどうやら日常使いのものではないようで、誰かとすれ違うことはなかった。そこが隠し通路だとわかったのは、城の裏口へと出たときだった。

　裏口から外に出ると、そこには質素な馬車が停まっていた。異世界でお城で馬車といえば、アニメのプリンセスが乗るような馬車を想像していた春歌は、地味でがっかりしてしまう。

「これはお忍び用の地味な馬車で、ちゃんと豪華なのもあるからね」

　春歌の落胆が伝わったのか、ジークベルトはおかしくてたまらないというように笑って言った。子供じみたことを考えたのがバレて、少し恥ずかしくなる。

「馬車を見るのも乗るのも初めてで、驚いてしまっただけです」

「そうか。ハルカの世界では移動手段が馬車以外にあるんだね」

　ジークベルトはさりげないエスコートで春歌を馬車に乗せると、そのあとは自然な流れで春歌が元いた世界のことについていろいろ尋ねてきた。

　だから、春歌もポツポツと日本での生活について話した。

　そうしてしばらく走っていくと、城下町を通り抜け、遠目に集落が見えるようになった。

　都市部暮らしの春歌にとっては、日本の農村部の暮らしですら縁遠いものだ。だからヨーロッパ風の世界の農村の暮らしぶりは未知のもので、不思議な気持ちでそれらを見ていた。

　それらの景色を見送りながら、「このあたりはこの国一番の穀倉地帯だよ」とか「ここでは牧畜が盛んなんだ」などとジークベルトが説明してくれる。

　その説明を聞いていたから、春歌は馬車が進んでいくごとに景色が寂れていくことに気がついた。

「……何だか、様子が違う」

「どうやら、気がついたことがあったみたいだね」

　ジークベルトに促されて、春歌は自分の気づきについて語った。

　城に近いエリアは豊かな大地で人々も穏やかに健康に生きているが、離れた地域に行けば行くほど貧しくなっていくこと。そしてかなり離れたところまで来ると乾燥して荒れた土地になり、畑仕事をする人の姿も活気がないこと。激しく咳き込み、苦しそうにしている人も多いこと。

「ここは竜の遺骸が封印された場所に近いんだ。だから瘴気によって土地は荒れるし、人間も体調を崩すんだ。遺骸に近づけば近づくだけ、人が住める環境じゃなくなっていくんだ」

　春歌の気づきを補足するようにジークベルトは言った。

　それがあまりにも〝当たり前のこと〟として聞こえたため、春歌はそれに違和感を覚える。

「どうしてこんなところに住んでいるんですか？　早く引っ越さなきゃ」

　人が暮らせる環境にないというのなら、そこに住み続ける理由はない。そう思ったのだが、ジークベルトは難しい顔をして首を振った。

「引っ越せないんだ。彼らはここで生きるより他ない」

「なぜ？　悪いことでもしたんですか？」

「いいや。ここに暮らすのは罪なき人々だ。それでも、彼らはここに暮らすしかないんだ。好き勝手に住処を変えることをこの国ではあまり許可していないし、先祖代々暮らしている土地のほうが知らない土地より暮らしやすいもんだしね。ここは他より税が軽いというのもあるだろうけど、それを抜きにしても、ここを離れたくないという人たちがいるのも事実なんだ」

「そんな……」

　馬車を停めたため、外の様子がよく見えた。

　土地は見るからに乾き、生命力が強いはずの野の草すらまばらにしか生えていない。

　何より、言いようのない淀んだ空気があたりを満たしているのを感じていた。これが瘴気というものなのだろう。

　こんな場所に暮らし続けなければならないなんて、普通に考えればあり得ないことだ。

　だが、春歌は自分の生まれ育った国も瘴気に蝕まれてはいないが災害の多い国だということを思い出した。そして、被災した人々が速やかに危険な場所から抜け出せるわけではないことも、抜け出せた人たちの中にも帰れるならば故郷に帰りたい人たちがいることも思い出した。

「私の国は地震とか大雨とかで命を落としたり危険な目に遭う人たちがたくさんいました。そういうときに、すぐには引っ越せなかったり引っ越したがらなかったりする人たちがいるのは、私も知ってます」

「そうなのか。……ハルカの国も、大変なんだね」

　幸運なことに、春歌はこれまで災害で家族や親戚を失うようなことはなかった。だが、それがただとても幸運なことで、いつ自分が被災してもおかしくないのは、あの国で生きていればぼんやりとわかることだ。

「そこで暮らしていた人たちは何か罪を犯した人たちだった？　違うよね？　厄災は、罪なき者もこうして苦しめるんだ。だから、もし救える手立てがあるのなら救ってあげたいって思うんだ。この国の事情に君を巻き込んでしまったことは、本当に申し訳ないと思う。でも、力を貸してほしいんだ」

　春歌が、目の前の光景を身近なこととして理解できたと感じたからか、ジークベルトは改めて言った。

　それは、内容としては召喚されてすぐに長老のような人――神官長に言われたことと変わらない。ニールセンも日々の講義の中でしつこいくらい言ってきたことだ。

　だが、彼らの言葉は春歌の胸には響かなかった。それどころか、反発心しか抱かせなかった。

　それなのにジークベルトの言葉はわかりやすく、春歌の胸に届いた。

「大変な思いをしている人を見て、何もできない自分が嫌だった。だから……自分に誰かを助けるための力があるのなら、ちゃんとそれを使いたいです」

　春歌は、ここに来て初めて、自分が力を持っているのだということについて考えた。それと同時に、これまで何度も悲劇を前にして何もできなかった無力感を思い出した。

　これまでは大きな災いを目にしても、ただ嘆くことしかできなかった。

　だが今は、春歌が聖女として呼び出されたこの世界なら、目の前で苦しむ人たちを救えるかもしれないのだ。

　それならば、力をふるわずにいる道理はない。

　そのことに、ようやく今、思い至った。

「君がその力を存分に使えるよう、しっかり支えるよ、ハルカ」

　ジークベルトは、春歌の決意を受け止めるようにそっと手を握った。

　そうして握られて、春歌は自分が震えていることに気がついた。

　震えているのは、きっと怖いからだ。だが、怖いからといって逃げ出すつもりはない。

　だから逃げ出さないという意志を込めて、ジークベルトの手を握り返す。

「よろしくお願いします」

















第二話












　フォークとナイフを握りしめて、春歌は渋い顔をしていた。

　お預けを食らっているわけではない。目の前にはよく焼かれた美味しそうな鶏肉があり、それを切り分けて食べるよう言われているのだ。

　だが、春歌はぴくりとも手を動かさないし、ずっと不満そうな顔をしている。

　それは、こんなことをしている場合ではないと思っているからだ。






　ジークベルトと城の外へ行ったことで、春歌は聖女として力をふるう決意をした。

　だから、きちんと学ぶし、必要なことは何でも身に付けようと気持ちを新たにしていたのだ。

　それなのに、その翌日から始まったのは淑女教育だった。

　ダンスのレッスンに始まり、ドレスでの正しい歩き方、会話術、食事の作法など、まるで貴族の令嬢かお姫様にでもなるためかのようなことを始められたのだ。

　日本でも一般人として暮らしてきた春歌にとっては、そういったいわゆるマナー全般は縁遠いことだった。だから、今後のために最低限のことは身につけましょうと言われてしまうと、おとなしく従うしかなかった。

　幸いなことに、食事は手掴みなどの思いきり異文化なものではなく、フォークとナイフを使ったものだった。かつての聖女のうちのひとりが、自分の世界ではこうだったと広めたのがきっかけらしい。それを聞いて春歌も箸を勧めたのだが、「細い木の棒を、二本……ですか？」とまるで野蛮人を見るかのような視線を教育係から向けられたため、諦めることにした。

　ダンスは果たして何の役に立つのだろうと思ったし、平安貴族のような動き方を要求されるドレスでの正しい歩き方も必要性が理解できなかったが、会話術については少しためになると思った。

　これから人と接していくにあたって、どう会話するかは大事になってくる。だから、一般的に会話の舵取りはその場の年長者がやるから愛想よくしておくだけでいいとか、もし舵取りをすることになればその場にいる人全員が会話に入れるように配慮すべきなどということは、聞けてよかったと思っている。

　だが、それだけだ。

　今は目の前の鶏肉をいかに美しく切り分けて口元へ運ぶかよりも大事なことがあるだろうと、春歌は虚しい気持ちになってしまっていた。

「ハルカ様、どうされましたか？」

　いつまでも手を動かさない春歌を訝しんで、教育係のセルザが声をかけてきた。神経質そうな表情や声の出し方から神官のニールセンを思わせるなと感じていたのだが、聞けばセルザは彼の叔母だという。

　ニールセンから逃れられないのだなと思いながら、春歌はセルザのほうに視線を向けた。

「こういった行儀作法を身につけることがくだらない、とは思わないのですが……私は聖女として他にすべきことがあると思うんです」

　まっすぐにセルザの目を見て言ったのだが、彼女はやや呆れたように首を振った。

「こういった行儀作法を身につけることも、聖女様の役目です」

「でも、こんなことをしている間も、竜の遺骸の近くに暮らす人たちは瘴気に苦しめられているんですよ？」

「わかっております。だからこそ、一刻も早くお披露目を行う必要があるのです。ここに今、聖女様がやってこられたのだと、召喚が成功したのだと、まずは示す必要があるのですから」

　セルザはまるで駄々をこねる子供に言い含めるように言った。正しいことを言ったつもりなのに、我が儘だと言われたようで春歌は納得できない。

「だったら、今すぐお披露目とやらをすればいいんです。私、大勢の前へだってどこへだって出ていきますから」

　今の状態は、言ってみれば被災地へボランティアに行ったはずなのに無駄に足止めされているようなものだ。目の前に助けたい人たちがいるのに、自分は安全なところできれいな服を着せられて呑気にご馳走を前にマナーを学んでいるなんて、とてもじゃないが耐えられないと感じている。

「いいですか、ハルカ様？　聖女様は鎮めを行ったのちは、伴侶を得て祈りを捧げて暮らしていただくのです。フィリップ殿下とご結婚すれば王太子妃に、ジークベルト殿下とご結婚すれば公爵夫人になられるのです。そのような方が不作法者で、民たちに示しがつくとお思いですか？　聖女様としてのご自覚を持たれたのなら、やりたくないと駄々をこねるのはおやめください」

　春歌の思いなど何ひとつ伝わっていないのだろう。

　セルザは気分を害したというように言い捨て、部屋を出ていってしまった。春歌は、冷めてしまった料理と共に部屋に残された。

　この料理に使われている食材だって、どこかで誰かが一生懸命育てたものだ。この大変な世界のどこかで。

　それならば残すわけにはいかないと、春歌はナイフとフォークを動かして料理を食した。温かいうちに食べればもっと美味しかっただろうと思うが、こんなことをしている場合ではないと強く感じてしまう。






　強く罪悪感を覚えながらの食事を終えたあと、少ししてフィリップが部屋を訪ねてきた。

「ルカ、いろいろ頑張って疲れただろう？　お茶にしよう」

　にこやかに入ってきたフィリップは、カートを押していた。カートには、お茶のセットが載っている。

　この国のお茶はイギリス式のアフタヌーンティーではなく、中国や台湾などのお茶に近い形式のものだ。

　お茶を淹れるポットとそのお茶の温度と濃さを均一にするためのピッチャー、飲むためのカップ、香りを楽しむためのカップとあり、フィリップは手早くそれらを扱ってお茶の用意を整えてくれた。

　主催として客人にお茶を淹れることもあるため、王族であるフィリップもお茶の淹れ方はよく仕込まれている。だが、セルザに教わったやり方よりもかなりざっくりしていた。

「お茶の淹れ方はもう教わった？」

　カップを目の前に置いてくれながら、フィリップが尋ねてきた。

　理由もなくやってくるとは思えないから、どうやら春歌が礼儀作法を学ぶことに積極的でないことを聞きつけてやってきたようだ。

　こうしてフィリップを差し向けてくるあたり、やはり春歌の主張を我が儘だと捉えられているのだろう。そのことが、すごく嫌だった。

「ひと通り、教わりました。お茶だけでなく食事もダンスも会話も。だから……もう十分です」

　フィリップに言っても意味がないことは、何となくわかっていた。彼はセルザに言われて春歌をなだめに来たのだろうし、自分ならなだめられるとでも思っていそうだ。彼だけが春歌のことをルカと愛称で呼んでくるのも、軽く扱われているようで嫌になる。きっと、彼の周りの女の子は、こんなふうに親しげに呼ばれると機嫌を直すのだろう。

　だが、春歌がしてほしいのは気持ちを収めることではない。そんなことより聖女としての仕事に早く取り組ませてほしい。

　そんなことが伝わるはずもないから、フィリップは穏やかに微笑みを向けてきた。

「そうだね。ルカはよくやっていると思う。元々、この国の文化と近いところにいたのかな？　食器の使い方なんて最初から問題なかったみたいだね。それに筋がいいからダンスも歩き方もすぐに上達したって聞いてる。だからこそ、もう少し頑張れないかなって思うんだ。早く身につけてしまえば、ほら。あとはルカの自由な時間だ」

　フィリップの言葉に、春歌は言いようのない不快感を覚えた。噛み合わなさに、ものすごく悔しくなる。

　春歌は礼儀作法を学ぶのが嫌なのでも、自由時間がほしいのでもない。ただ、今すぐに聖女の力を使って困っている人たちを助けに行きたいだけだ。

　それなのに、その考えが伝わらないことが悔しくて苦しい。フィリップが最初から春歌の話を聞く気がないのも、すごく嫌になる。

「……私は、こんなことをしている場合じゃないって思っているだけです。早く、困っている人たちの助けになりたいんです」

　聖女の杖の候補――将来の伴侶の候補ならわかってほしいと、春歌はフィリップに訴えた。彼だって、春歌と一緒に世界を救う義務を有しているのだ。それなら、このままではいけないという自覚があってもいいはずだ。

　だが、フィリップにはそんな春歌の思いは伝わらないようだ。

　彼は美しい顔にわかりやすく優しい表情を浮かべてみせた。

「ルカは、本当に優しい子なんだね。ますますあなたを素敵だと思うよ。でもね、みんながあなたに厳しくするのは、あなたのためだってわかってほしい。みんな、あなたに恥をかいてほしくはないんだ」

　どうか堪えてくれと言わんばかりに、フィリップは春歌の頭を撫でた。

　あまりに話が伝わらなくて、春歌はもう何も言い返すことができなかった。それを納得したと捉えたらしく、フィリップは満足そうに部屋を出ていった。






　春歌がセルザに対してごねたからか、翌日から礼儀作法の講義ではなく歌の練習が始まった。

　聖女の鎮めには歌が用いられるため、この国では歌が神聖なものとして扱われているらしい。だから、お披露目の宴でも歌うのだという。

　高校の頃も大学に入ってからも合唱部に所属しているから、春歌は歌にはそれなりに自信があった。

　だが歌うより前に、歌詞を覚える段階で苦戦させられている。

　鎮めに使う、つまり困っている人々を救うために使うものだから、春歌もその歌を覚えることには乗り気だった。

　それなのになかなか覚えられないのは、その歌が神聖で特別なもので、翻訳魔法が効かず、この国の言葉そのままに耳に届いてしまうからだ。

　女神の歌として大切にされている、この国の伝統の歌だ。覚えられないから歌えません、では済まされない。

　だから春歌は一音一音聞き取って、カタカナと音の高低や抑揚を表す矢印でメモを作っていく。

　歌声を記録した魔法道具を貸してもらい、それを使って何度も繰り返し歌を聴きながら、メモ作りは夜遅くになっても続いていた。

　食事や入浴を終え、身体を休められる時間になってもなお、春歌が机にかじりついていると、部屋のドアが控えめにノックされた。

　迷ってから返事をすると、静かにジークベルトが入ってきた。その手には、トレイが載せられている。

「こんばんは、ハルカ。頑張ってるね。ひと休みしない？」

　そう言って彼は、トレイで運んできた湯気の立ち上るお茶と焼き菓子を指し示した。爽やかなお茶の香りと焼き菓子の甘い香りに惹かれたが、春歌はぐっと堪えて首を振る。

「いえ、まだ頑張らないと明日のレッスンでも何の進歩もないので……」

「だからだよ。これからまだ頑張るつもりなら、今少し休もうか。俺も手伝えるかなって思ってきたんだ。ひとりでやるより、手伝いがあったほうが絶対にはかどるはずだからね」

　そう言って、ジークベルトは焼き菓子をひとつつまんで食べてしまった。それはとても美味しいらしく、彼は幸せそうに笑った。そんな顔を目の前で見せられたら、春歌も我慢できなくなってしまう。

　それに、ジークベルトの申し出にほっとしている気持ちもあった。ひとりでやるより誰かに手伝ってもらったほうがいい。そしてこのあと頑張るなら、そろそろ休憩したかったというのも本音だ。

　クッキーのようなものをひとつ齧ると、それは程よく甘くて美味しかった。向こうの世界で食べていたクッキーとは食感が異なるが、不思議な軽さがあるお菓子だった。

　ひとつふたつと食べると、甘さがじんわりと身体に染み渡るようだった。お茶もハーブティーのような香りと風味が豊かなもので、飲んでいるうちに張り詰めていたものがほっと解けていった。

　甘いものとお茶で春歌が機嫌を直したのを見て、ジークベルトも安堵した様子だ。

「ただ音として覚えようとしても難しいと思うんだよね。だから単語で区切って、意味をひとつひとつ理解していこうか」

　人心地ついてからジークベルトがそう言って、紙にサラサラと何か書いた。小さな声で口ずさんでいるのを見ると、どうやら歌詞を書いてくれたようだ。

「単語の意味、ですか」

「そう。たとえば、一番最初のフジェデセンは『春の』、次のアンデサグは『息吹』だから『春の息吹』ね。次のスラグは『撫でる』、ジョルデンは『大地』だから『大地を撫でる』って意味なんだ」

　そうやって、ジークベルトは単語をひとつひとつ解説していった。

　喜びの歌、小鳥と共に、揺れる木漏れ日、踊る花々を照らす……その解説を聞いて、春歌はこれが春の訪れを喜ぶ歌だと理解した。

「春の歌か……私の名前と一緒。私は冬の終わりがけ、もうすぐ春がくるってときに生まれたから、この名前がつけられたんです」

　ふと、自分の名付けの由来について思い出して、春歌は言った。もとの世界にいた頃は、特にそこまで意味を感じていたわけではないのに、親元を離れている今、それは深い意味を持っているように思えた。

「そうか。ハルカにはそんな意味があったんだね。いい名前だ。名付けは祈りだ。親御さんの祈りを感じられるいい名だね」

「そうですね……」

　何も持たずに、この世界にやってきたと思っていた。もう二度と帰れないというのに、何ひとつ持ってこれたものなどないと思っていたのに。

　名前は、両親が与えてくれたもので唯一この世界に持ってくることができたものだ。そして、誰にも奪われないものだ。

　そんなことを思うと、考えまいとしていたのに両親のことを思い出してしまって、春歌の胸は苦しくなった。

「春の歌を歌うのは、春が命の象徴だからなんだ。春になると新しい命が次々芽吹くだろ。それを生まれ直しに見立てて、縁起のいい、めでたいことだと考えているんだ」

　春歌の気持ちが落ち込みそうになったのを感じ取ったのか、ジークベルトはさりげなく話題を変えた。それによって今は歌を覚えるのを手伝ってもらっていたのだと思い出し、春歌は気持ちを立て直した。

「おめでたい、嬉しいことだから、聖女に歌ってもらいたいってことですか？」

「そうなんだ。民衆にとって聖女は女神の化身みたいなものだから、聖女の歌はすなわち女神の歌と同等の価値があるものになる。それにね、異なる世界からやってきた君が頑張ってこの国の歌を覚えて歌ってくれるってだけで、嬉しいものなんだ。行儀作法も、つまりはそういうこと」

　ジークベルトの耳にも、春歌が礼儀作法のレッスンを拒んだことは届いていたのだろう。それなのに彼は、フィリップのように誤魔化したり、遠回しに批判めいたことは言わなかった。

　歌を歌うこと、この世界のマナーを身につけること、それらが人を喜ばせることにつながると教えてくれた。

　それは頭ごなしに言われるよりもわかりやすく、受け入れやすいことだった。

「鎮めを早く行って瘴気を祓うことがみんなのためになるって思っていたんですけど、お披露目パーティーやそこで歌うことも、人々の役に立つってことですか？」

「そうだね。誇れる聖女様である姿を見せることが、何より支えになることもある」

　答えに導いてくれたジークベルトは、安心したように笑った。

　その笑顔を見て、春歌も何だかほっとした。

　ジークベルトの笑顔には、心をほぐして落ち着かせる不思議な力があるのを感じていた。










　お披露目の宴当日。

　春歌は純白のドレスを着せられていた。胸下の切り替えでトレーンの長い、エンパイアドレスだ。このままベールを被ったら花嫁衣装のようだなと思ったが、手に持たされた聖女の証とされる杖が物々しい雰囲気にさせて、花嫁っぽさは失われている。

　身長よりも高い杖を手に、緊張した面持ちで春歌は城のバルコニーへと向かう。後ろには付き従うようにフィリップとジークベルトがいてくれるが、ここからはひとりきりの世界だ。

　バルコニーへ出ると、外がざわめいた。町の広場に面しているから、一歩出るだけで姿が見えたのだろう。

　人々のざわめきに急かされるように、春歌は前へ進み出た。手すりのぎりぎりまで進むと、人々から歓声が上がった。

　下に目をやれば、そこには人、人、人。みんな、春歌を見上げて嬉しそうにしていた。

　そんなにたくさんの笑顔を向けられたことは初めてで、驚いたと同時に温かなくすぐったさのようなものを感じた。

　照れと緊張が入り混じったような心地で、春歌は人々に手を振った。右に、左に、中央に。まるでアイドルがステージ上から客席に手を振るように。

　そして歓声が落ち着いた頃、春歌は歌を披露した。

　伴奏のない、アカペラだ。歌い出しのタイミングも、テンポも自分で決めなければならない。

　ジークベルトが魔法で広域へ拡散してくれているから、声を張り上げる必要はなかった。それでもこんな大勢の前に出て、たったひとりで歌うのは初めてで緊張していたから、声は震えてしまった。

　震える声で、春歌は女神の歌を歌いあげた。春の歌を、命の喜びの歌を。

　今日の本番を迎えるまで、歴代の聖女の歌声と比べて自分はどうだろうなどと、不安になっていた。

　だが、こうして歌ってみると、そんなことは気にならなくなった。震える声でも、自分が思う最高のコンディションではなくても。

　待ってくれている、求めてくれている人たちのために歌うことができたのが、春歌にとっては大きな出来事だった。






　無事に民衆へのお披露目を終えたあとは、今度は貴族や有力者を集めての夜会に参加することになった。

　本来なら夜会での春歌の後見人を務めるのは、王妃の役割なのだという。女神の化身である聖女をそばで補佐するのは、この国で一番尊い女性である王妃の務めということだそうだ。

　だが、王妃であるフィリップの母が体調不良で欠席のため、宰相夫人がそばに付き添ってくれることになった。

「ハルカ様、何も心配することはありませんからね」

　宰相夫人はにこやかにそう言って、春歌を連れて挨拶まわりをしてくれた。

　日本にいた頃はあまり接点などなかった、両親と同じくらいの、あるいはそれ以上の年齢の人たちへの挨拶は緊張したものの、宰相夫人のおかげで滞りなく終わった。

　宰相夫人の話だと、聖女を政治に利用することは禁じられているし、しようにもそういった権力を有していないためギラギラした連中ほど春歌に興味がないのだという。だから、男性に対しては特に気負うことはないと言われた。

　そして、世話好きのご婦人たちからお茶会などに呼ばれたら適度に顔を出して可愛がられておきなさい、とも言われた。

「親や親しい人と引き離されて二度と会えない聖女様のことを同情的に見ている人も多いのですよ。私も、ハルカ様がまだ十八歳だと聞かされたときから、気になっておりましたので……今夜、こうしておそばにいることができてよかったと思っています」

　ひと通りの挨拶を終えてから、宰相夫人は立ち止まってそう言った。

　宰相夫人はてきぱきしてはっきり物を言うタイプの人だが、優しい人なのだと春歌は感じた。こちらの世界に来て、フィリップとジークベルト以外ならニールセンかセルザとしか接して来なかったから、こうして親切な人と触れ合うとほっとする。

　できれば慣れるまで一緒にいてほしいな――そんなことを思っていたが、宰相夫人は再び歩きだすと視線を巡らせ、あるところへ目を向けた。

　そこには、華やかなドレスに身を包んだ若い女性たち。春歌のことが気になるのか、ちらちらとこちらを見ていた。

「同年代の女性との語らいも必要でしょう。手始めに、視線が合った彼女たちのところへ行ってみましょうか」

　宰相夫人は春歌の返事も聞かず、若い女性たちのところへ歩いていってしまった。

（クラス替えのあった新学期初日の空気感みたい。あの笑顔は、腹の探り合いの顔だよなぁ……）

　春歌は不安になっていたのだが、宰相夫人はそんなことには気づかずにいる。

「私がいたら話しにくいこともあるでしょう。親しく話せる子が見つかるといいですね」

　宰相夫人は気を利かせたのだろう。春歌と女性たちににっこりすると、そのまま立ち去ってしまった。

　取り残されて不安だが、このまま黙っているのは感じが悪いだろうと、春歌は精一杯愛想のいい笑顔を浮かべた。

「初めまして、春歌といいます。よろしく」

　春歌が言うと、若い女性たちはクスクス笑った。面白いことを言ったつもりはないし、彼女たちの笑いは〝笑わせた〟というより〝笑われた〟という感じだ。

　感じが悪いと思ったものの、春歌はその思いをぐっと笑顔の下に押し込んだ。

「わたくしはバレット家のカテリーナよ」

「わたくしはアッヘンヴァル家のドロテア」

「わたくし、バルリング家のメアリ」

「わたくしは……」

　ひとしきり春歌のことを笑ってから、その場にいた何人もの女性が次々に口を開いて自己紹介をした。

　彼女たちの名乗りを聞いて、春歌はあることに気がついた。みんな、自分の家名のあとに名前を言うのだ。姓を名乗っているというより、自分の所属を明かしているような感じだ。

　だから、彼女たちが春歌を笑ったのは、春歌に名乗る家名がないからだろう。つまりは、嘲笑だ。

　自己紹介のあと、彼女たちはまた会話を再開したが、そこに春歌が教わったような礼儀作法は存在しなかった。

　ドレスの色の褒め合い、ここにはいない誰かが主催のお茶会の出来事、今度の夜会での装いの計画……などなど。

　いつ話題を振られてもいいようにと、春歌は必死に耳を澄ませて構えていた。習った通りのマナーなら、会話の舵取りをしている人物が必ず春歌にも話題を振ってくれるはずだから。

　だが、いつまで経っても春歌に話題を振られることはなく、相槌を打つことすら許されず、意図的に仲間外れをされているのはそう時間が経たないうちに気がついた。

　そんなことでいちいちくよくよするほど幼くはないつもりだが、さすがに居心地が悪かった。

　宰相夫人か誰か、知っている人に助けを求めようと会場内に視線を走らせると、誰かと談笑していたフィリップと目があった。

　彼は何かにすぐに気がついたらしく、笑顔で手招きしてくれた。これ幸いと、春歌は女性たちに会釈してそちらに向かおうとした。

　それを、話題の中心にいたカテリーナが引き留める。

「フィリップ殿下に呼ばれたの？　まあ、羨ましいこと。さすがは聖女様。もうこの国の王子様と仲良しでいらっしゃるのね。殿下によろしくお伝えくださいね。……また、あつぅい夜を過ごしましょうねって」

　カテリーナは耳に息がかかるほどの距離で言うと、ねっとりと春歌の腕に指先を這わせた。勝ち誇ったような笑顔、その意味深でいやらしい触れ方……フィリップと自分が特別な関係だと匂わせて、カテリーナは春歌を見送った。

　瞬時に肌が粟立って、胃のあたりが熱を持った。だが、ここに留まるわけにはいかないから、仕方なく春歌はフィリップのもとへ向かった。

「困った顔をしていたけれど、どうかした？」

　フィリップのそばまで行くと、彼はごく自然な仕草で肩を抱いてきた。元々戸惑いを感じていたそのスキンシップに、今はものすごく嫌悪を覚えてしまっていた。

　それでも、今この瞬間に頼れるのはフィリップしかいないから、先ほどの出来事を話すことにした。

「さっきご令嬢の方たちと一緒にいたのですが、うまく会話に入っていけなかったというか、会話の中に入れてもらえなかったんです。その……何か無作法があったのかもしれませんけど、笑われてしまったのも少しショックで」

　何を言っても、彼女たちの悪口になってしまう。だから、なかなかストレートに口にすることはできなかった。ましてや、カテリーナに言われたことなど、フィリップにそのまま伝えられるわけがない。

　そう思って口ごもってしまったからか、フィリップは心配そうにはしてくれたが、いまいち真意が伝わったふうではなかった。

「まあ、女の子っていろいろあるよね。そういうところも可愛いんだけど。でもさ、あの子たちの中から寵姫になる子たちも出てくるだろうから、仲良くしてね」

　爽やかな笑顔を浮かべて言われて、春歌は混乱した。言いたかったことがフィリップに伝わっていなかったどころか、伝わっているうえで流されたとわかる。しかも、さらりととんでもないことを言われてしまった。

「あの、寵姫って……？」

「ルカが僕と結婚してくれるなら王太子妃、つまり正妃になるだろ？　それ以外の子は、寵姫ってこと。一応序列はあるけど妻は妻。妻たちがいがみ合う姿なんて見たくないから、仲良くしてね」

　聞き返さずにそのまま流していたらよかったのかと思うほど、はっきりとフィリップは言った。

　彼は春歌に好意的なことを言うのと同じ口で、堂々と愛人を持つと言ったのだ。そのことが信じられなくて、ひどくショックで、春歌は目眩がしそうになった。

「……すみません。人酔いしてしまったので、少し外で風に当たってきます」

　どこかで頭を冷やさねばやっていられないと、春歌はそう言いおいて城を出た。

　宴の会場は城の大広間で、庭に面したテラスからすぐに外へ出られた。そこから少し歩いてベンチを見つけ、そこに腰を下ろすとどっと疲れたことを意識してしまって思わず溜め息が出た。

　疲れを意識すると、途端に足が痛くなった。よく見ると、合わない靴を履いていたせいか、靴ずれを起こしていた。気づいたら、痛みが増した気がした。

（大変なところに来てしまったなぁ……）

　靴ずれと同じで、気がついたら何もかも辛い気がしてきた。

　これまで使命感で自分の気持ちをごまかしていたが、実際はものすごく辛かった。両親や友人には二度と会えず、自分の足でいろんなところを訪ね歩くことも買い物をすることもできない。

　おまけにどうやら将来的には、絶対に浮気する男と結婚しなければならないみたいだ。

　こんな物語みたいな筋書き、運命の恋でもなければ割に合わないじゃん、と思ったら泣けてくる。こんなんだったらまだ竜の生贄に捧げられて頭からバクリとされたほうがあっさりした悲劇でマシだったかも、とさえ考えてしまう。

　あまり自分のことを不幸がるのは好きではないが、これはあんまりなんじゃないかと思う。

「通りがかりの靴屋さんでーす。そこの可愛いお嬢さん、新しい靴はいりませんか？」

　泣くこともできず、足の痛みと心に受けた衝撃に春歌が呆然としていると、そんなおちゃらけた声とともにジークベルトが現れた。

　宴の会場からいなくなったのに気がついて探しに来てくれたのかと思うと、少しだけ春歌の心は慰められた。それに、ジークベルトに対しては心を開いてもいいかと思えているから、彼が来てくれたのは嬉しい。

「足が痛くてたまらなかったので、すごく助かります」

「こんなになるまで我慢して……痛かっただろう」

「んっ」

　春歌の靴を脱がせると、ジークベルトは傷口を確認した。それから、爪先に唇を寄せていき、そっと口づけた。彼の無精髭が肌に触れて少しくすぐったかったのと恥ずかしいのとで、春歌は身をよじる。










[image: ]










「そんな……汚いです」

「え？　こんなに可愛い聖女様の身体に、汚い部分なんてないと思うけどな。何なら、今すぐ全身に口づけて確かめてみる？」

「し、しなくていいです！　というより、しないでください！」

「そっかそっか。真っ赤になっちゃって。大丈夫だよ。はい、治癒も終わりました」

「あ……」

　爪先にキスをしたのは、どうやら春歌の気をそらすためだったらしい。恥ずかしがって慌てている間に、ジークベルトの治癒魔術によって足の怪我はすっかり癒えていた。

　けれども、ジークベルトの発言による胸の高鳴りは、一向に収まりそうにない。

「足はこれでよし、と。でも、ハルカの困り事はこれだけじゃないよね？」

　持ってきてくれた靴を優しく履かせてくれてから、ジークベルトは尋ねた。

　わざわざこうして靴を持ってきてくれたくらいだ。フィリップとのやりとりも、その前にあったことも見られているのだろうと思って、春歌は正直にすべて話すことにした。

「それは、フィリップが悪いな。悪意を向けたのはそのご令嬢たちが先で、ハルカは何もやり返していない。自分に好意を寄せている女性の管理もできないで、ハルカだけに仲良くするよう言うのはおかしい。何より、まず最初にハルカを慰めないのがあり得ないな」

　あらましを話すと、温厚そうに見えるジークベルトがわかりやすく怒っていた。誰かが自分と同じように怒ってくれるだけで気持ちが軽くなるものだと、春歌は改めて感じた。

「ただなあ……寵姫云々の話については、事情が事情だから大目に見てやってほしいとは思うかな。ハルカには、酷なことだろうけど」

　自分の怒りを肯定してもらってほっとしたのも束の間、ジークベルトは歯切れ悪くそんなことを言った。

「フィリップは王位継承者としての自覚が強いんだ。俺と違ってね。絶対に続かせなくちゃいけない、自分の代で直系を途絶えさせちゃいけないって意識がさ」

　どこか言い聞かせるような感じで、ジークベルトは春歌に言った。そこには、フィリップに対する同情も滲んでいるように思えた。

　聖女の春歌にも自由がないが、自由のなさならきっと、フィリップたち王族も変わらないはずだ。むしろ、必ず子を残さなければならないとすると、プレッシャーは春歌より大きいかもしれない。

　そのことは理解できても、自分が愛人を持たれても平気という考え方にはならなかったが。

「俺と違ってってことは、ジークベルトさんは寵姫を作らないってことですか？」

「んー、作らないね。王弟、というより公爵家は別にそんなに無理して続かなくていいからな。傍系でいいなら、それこそたどればいろいろいるし」

「じゃあ、フィリップよりジークベルトさんがいいな」

　ジークベルトの発言は、二人いる候補者のうち彼を選ぶと決める決定打になり得るものだった。

　それに、この世界に来てから春歌にとって真に親切だったのは、フィリップではなくジークベルトだ。

　だから、春歌にとっては告白ではないにしろ、大事な意思表示をしたつもりだった。

　だが、ジークベルトは少し困った顔で笑った。

「君の父上や母上にはなれないし、その代わりにもなれないとわかっているけれど、君がこの世界で生きていく支えになるからね。そういう意味では、このおじさんのことを信頼して頼ってくれていいよ」

　おどけた様子で、自らを「おじさん」などと言って、ジークベルトは巧みに春歌からの言葉をかわした。

　拒絶ではないものの、受け入れられなかったことはまだ未熟な春歌にもわかる。

（……心から愛してもらえないなら、やっぱり誰とも結婚したくない）

　優しく肩を抱き寄せてきたジークベルトの手を振りほどけないまま、春歌は心の中でそんなことを思った。

















第三話












　お披露目の宴があってから数日後、いよいよ春歌たちは鎮めを行うために旅立つこととなった。

　竜の遺骸の封印は、頭、尾、後左脚、後右脚、前左脚、前右脚の六ケ所に分けられて施されている。だから、城から近い順に尾、後脚、前脚、頭の順に鎮めを行うそうだ。

　旅の間は、各地の王族ゆかりの者の城や、懇意にしている貴族の邸宅に泊まることになるのだという。だから、春歌はメイドたちに手伝ってもらって念入りに荷物をまとめた。愛着のあるものなんて何ひとつないが、それでも不足があってはいけないから。

　春歌には荷物の他に、忘れてはいけないものがあった。

　それは、鎮めで歌う歌だ。お披露目の宴のときはこの国伝統の歌を歌ったが、実際の鎮めでは春歌に馴染んだ歌いやすいものでいいと言われている。思いを、力を込められるものが何より大事だからということらしい。

「ハルカ、何を歌うか決めた？」

　荷物が先に運び出され、春歌が自身の身繕いを整えていると、旅装束に身を包んだジークベルトがやってきた。簡素なローブをまとっているのだが、すらりと背が高いため、それすら様になっている。

「はい。いろいろ考えて『ふるさと』という歌を歌おうと思います」

　何か思い入れのある歌を選ぶといいと言われたとき、最初に頭に浮かんだのは『アヴェ・マリア』だった。だが、意味を深く理解して心を込めて歌えるかと考えると微妙だった。他にも『大地讃頌』が歌えたら気持ちいいだろうと考えてみたが、あれは合唱曲で、ひとりで歌うのにはあまり向いていない。

　ということでいろいろ考えた結果、この国の鎮めのために歌うものとして『ふるさと』を選んだというわけだ。

「それで、その歌で大丈夫かどうか聞いていただきたいんですけど」

「お、いいよ。聖女様の歌を独り占めできるなんて、役得だな」

「じゃあ、歌いますね……」

　お披露目のときにきちんと歌えたが、聖女としての歌にはまだ少し自信がなかった。だから、ジークベルトに先に聞いてもらってアドバイスをもらえたらと、思いきって歌ってみる。

　大勢の前で歌うよりも、なぜだかジークベルトの前で歌うのは緊張した。途中、少し声が裏返ってしまった。

　それでも何とか歌い上げると、ジークベルトは笑顔で拍手をしてくれた。

「言葉がわからなくても、美しい歌なのはわかるよ。どういう歌なの？」

「故郷の景色や、そこに残してきた親や友人を懐かしんでいる歌です」

「そうか……だからこんなに胸に響くんだね」

「響いたのなら、よかったです」

　子供の頃、初めて「ふるさと」の歌詞を聞いたときは、大人になれば意味がよくわかるだろうかと思っていた。それなのに今、大して大人になってもいないのにしみじみと意味がわかったことに、春歌は切なくなった。

　生まれた場所に戻れなくなって、この歌の意味がわかるだなんて思ってもみなかったことだ。

「さあ、そろそろ外へ行こうか。馬車の用意がもうできてるはずだよ」

　春歌がしんみりしそうになったのに気がついたからか、ジークベルトがそっと肩を抱いて促した。

　これから聖女としての役目を果たしにいくのだから寂しさを感じている場合ではないと思って、春歌も促されるまま歩きだした。






　一番最初に向かう、尾が封印されている場所は、以前ジークベルトが連れて行ってくれた村の近くだ。

　つまり、馬車を数時間走らせれば着く場所だ。

　春歌たちは乗合馬車のような大きな馬車二台で移動している。春歌たちが乗っている馬車のほうにはフィリップとジークベルトと荷物だけだが、後ろを走るもう一台の馬車には神官たちがたくさん乗り込んでいる。

「あの、神官さんたちがどうしてあんなにたくさん付いてきているんですか？」

　白いカソックのようなお揃いの装束に身を包んだ大勢の彼らを久しぶりに見たため、春歌は何となく召喚された初日のことを思い出して居心地が悪くなっていた。

「瘴気が濃い場所へ行くから、彼らは浄化のために同行するんだよ」

　春歌の疑問に答えたのは、フィリップだった。彼も今日は旅装束に身を包んでいるが、ジークベルトのように地味ではない。深い青色のローブには金糸で縫い取りがしてあるし、ローブの裾から覗く靴も上等そうだ。

　ジークベルトは言われなければただの旅人か魔法使いだが、フィリップはひと目で王族だとわかってしまうだろう。

　そんな今日もきらびやかなフィリップは、春歌に甘い笑みを向けてくる。

「ルカのことは、私が結界を張って守ってあげるから大丈夫だよ」

「あ、ありがとうございます」

　フィリップのような美形の笑顔を見れば、女の子ならもっと嬉しくなるのだろうなと思いつつ、春歌は心のどこかが冷えていく心地がしていた。それに、彼の言葉には何か引っかかりを覚えてしまう。

　その引っかかりが何かわからず視線を泳がせると、ジークベルトと目があった。

「え？　俺は治癒魔法専門だから、結界は王子様に任せて守ってもらってね。おじさんは役に立ちませんよ」

　頼ろうとしたわけではなかったのだが、ジークベルトはなぜかそんなふうにおどけた。グイグイ来るフィリップとは違い、ジークベルトは春歌にまったくアピールしてこない。杖の候補は二人といいながら、これではフィリップひとりしかいないみたいだ。

　そのことを少し不満に思いつつも、とりとめもない話をするうちに、馬車は目的地へとたどり着いた。

「あの建物の中、ですか……？」

　馬車が停まったのは、村の外れにある森の中だ。

　ジークベルトに以前連れてきてもらった村も十分に空気が淀んだ場所だったが、そこからさらに進んだこの森の中はそれ以上の淀みだった。そしてその淀みは、石造りの廟のような建物から漏れ出ているようだ。

「そうだよ。この中に竜の尾が封印されているんだ」

　春歌たちが馬車から下りると、後ろをついてきていたもう一台の馬車からも神官たちがぞろぞろ降りてきて、その建物の周りを取り囲み始めた。

「鎮めの最中は、遺骸も反発するからね。漏れ出る瘴気が一時的に強まって周囲に影響が出るから、神官たちが盾になるんだ。彼らの消耗を少しでも減らすために、急ごうか」

「は、はい！」

　神官たちが浄化のために同行しているということの意味がようやくわかり、春歌は気合いを入れた。春歌がもたもたしていれば、そのぶん彼らを盾として使う時間も長くなってしまう。

　背筋を伸ばし、春歌は廟の中へと進んでいった。

「これが、竜の遺骸……」

　廟の奥には、大きな骨のようなものがあった。というより、建物全体にひしめくように、それがある。それはよく見れば骨ではなく、白く石化した竜の尾だった。

　それが動くことは決してないが、無害なものでないことも、近づくだけでわかった。

　春歌のすぐ隣で、フィリップが小声で何か呪文を唱えていた。左手の中指にはめた指輪が、その声に呼応するように展開していく。宝石が咲き、花のような形になったそれが輝き、その輝きが廟の天井に紋様を浮かび上がらせた。

「――できたよ」

　その紋様が、結界だったらしい。

　フィリップが言ったのを合図に、春歌は歌い始めた。

　狭く閉じた場所だから、声はよく響くはずだった。だが、ひと声発したときにこれが普通の場所でないと思い知らされる。

（声が、全然伸びない）

　春歌の声は、何かに飲まれるかのようにまったく響かなかった。心持ち喉に、お腹に力を入れて歌ってみても、声は思うように出ていないように感じられた。

　それでも、春歌は歌った。

　歌ううちに、声は飲まれているのではなく押し返されているのだとわかった。遺骸が、封じられた竜の尾が、聖女の歌声を拒んでいるのだ。

　拒まれたところで、それを許すわけにはいかない。春歌は、封印の向こう側でまだ力を失わずにいる悪しき竜をねじ伏せるつもりで歌った。

「……終わりました」

　歌い終わると、春歌は脂汗をにじませ、肩で息をしていた。とにかく、ものすごく疲れていた。

　だが、目の前の石化した尾が明らかに静かになっているのも感じていた。

「お疲れ様。無事、鎮めを行えたね」

「よし、出よう」

　フィリップとジークベルトに声をかけられ、彼らに肩を支えられて春歌は廟を出た。

　外は、淀みが晴れて空気が澄んでいた。呼吸が軽い。淀みがなくなるとこんなにも息がしやすくなるものなのかと、春歌は驚いた。

　だが、廟の外で浄化をしていた神官たちの消耗が気になった。

　フィリップの結界に守られて歌った春歌ですら、全身に汗をかき、すっかり疲労しているのだ。外で何の守りもなく祈っていた彼らが疲れていないはずもなく、明らかに弱っているのが見て取れた。

　外に出たジークベルトは、神官たちひとりひとりに治癒魔法をかけて回っている。これで少しは軽くなるのだろうが、きっと根本的に癒えることはないだろう。

「あの、フィリップさん。次から結界は、神官さんたちのために張ってあげてください。私は、鎮めを行ったあとにジークベルトさんから治癒魔法をかけてもらうので。そっちのほうが、効率がいいはずです」

　自分だけ傷つかずのうのうとしているのが嫌で、春歌はそう提案した。それを聞いて、フィリップは驚いた顔をする。だが、彼より先に口を開いたのはジークベルトだった。

「そりゃ、効率を考えるとね。でも、ハルカを少しでも危険な目に遭わせたくないし、彼らも納得しないんじゃないかな」

　ジークベルトは、ひどく困った顔をして言った。見ると、神官たちもどう反応していいものかという顔をしている。だが、ほっともしている様子だ。

　それを見て、やはり彼らもまた守るべき民なのだという認識を強めた。

（女神の力をふるうために喚び出された聖女だっていうのなら、神官さんたちのこともちゃんと守りたいんだ）

　春歌はそう考え、もう一度ジークベルトを見た。

「危険な目に遭っているのは、神官さんたちも同じです。それなら、危険な目に遭う人の数はなるべく少ないほうがいい。それに、いざとなったらジークベルトさんが助けてくれるでしょ？」

　まさかそんなことを言われるとは思っていなかったのだろう。春歌にちょっと勝ち気な感じで言われて、ジークベルトは一瞬面食らった顔をして、それからおかしくてたまらないというように笑った。

「……そんなに頼りにされちゃ、仕方がないな。わかった。それじゃあ、今度からそうしよう」










　その後の鎮めの儀式は、春歌の要望通りフィリップには神官たちに結界を張ってもらい、儀式のあとにジークベルトから治癒魔法をかけてもらうことになった。

　もともと神官たちが廟を囲んでいたのは、鎮めの最中に強まった瘴気が周囲に影響を及ぼさないようにするためだった。その彼らをフィリップが結界で守るというのはある意味理にかなっていて、春歌のいうように効率的だったようだ。

　フィリップの結界なしで鎮めに挑むことになった春歌は、当然消耗は激しくなった。鎮めが終わればジークベルトに抱えられて運び出され、馬車での移動中に治癒されている。

　今日も鎮めを終えた春歌は、ジークベルトに抱えられてぐったりして廟を出てきた。

「毎度毎度、こんなにぐったりしちゃってさ。うちの聖女様は強情なんだから」

「いいんです。どうせ鎮めのあとは二、三日は貴族のお屋敷に滞在しなくてはならなくて動けないんだもの」

「まあ、そうだけどさ」

　春歌はすっかりジークベルトを信頼しているし、彼のほうも春歌の扱いに慣れてきていた。聖女とそれを守る者としての特別な絆が生まれつつあるのは、周囲の目にも明らかだった。

「ルカは、何て優しい子なんだろうね。私は、ますますあなたのことが好きになるよ」

　馬車に乗り込むと、フィリップがすかさず身体を支えながら言った。キラキラの笑顔と羨望の眼差しで、春歌を熱心に見つめている。

　その言葉にも表情にも、嘘偽りはないのだろう。だが、春歌の心が動くことは少しもなかった。






　今回の鎮めの場所から滞在先となる貴族の屋敷が近かったため、移動中に十分に治癒することができなかった。

　だから、春歌は屋敷に着いてからもジークベルトに治癒魔法をかけてもらっていた。

「さて。もうこのくらいで大丈夫じゃないかな」

「はい。身体が軽くなりました。ありがとうございます」

「じゃあ、これにて退出しようかな」

　長椅子に寝そべってジークベルトに膝枕してもらっていた春歌は、彼が立ち上がる気配を感じて思わず引き留めた。

「待って。……もう少し、一緒にいてください」

　言ってしまってから、ジークベルトの緑色の目があまりに近くにあるのに気がついて、春歌は恥ずかしくなった。そっと視線をそらしたが、恥ずかしさが増すばかりだ。

　春歌のそんな様子がおかしかったからか、ふっとジークベルトが笑う気配がした。それから、優しく春歌の髪を撫でた。

「我らの聖女様がそんなふうに可愛く甘えてくださるんなら、まだまだ立ち去るわけにはいきませんね」

　おどけた様子で言うその声が優しくて、春歌の胸はキュンと切なくなった。低く穏やかな声はいつも心を落ち着かせてくれるはずなのに、たまにこうして唐突に心臓に悪い。

「こうして甘えてもらえるのは男として嬉しいんだけどさ、フィリップにももっと甘えてやってもいいんじゃないかと思うんだよね」

　不意に、ジークベルトがそんなことを言った。その声におどけた様子はない。真剣なのだとわかって、春歌は何と言っていいかわからなくなった。

「俺が言うと叔父馬鹿みたいになるけどさ、フィリップはすごく頑張り屋でいい子だよ。王太子であろうという自覚がきちんとあるんだ。彼は王族が使えるはずの魔法がなかなか発現しなくてね、かなり努力をして手に入れたんだ。その苦労して会得した魔法が結界っていう、人を守るためのものだったっていうのが、フィリップらしいと俺は思うよ。人を守る、国を守るっていう自覚の現れだろうからね」

　叔父馬鹿だと前置きしたように、ジークベルトはフィリップのことをあれやこれやとべた褒めした。

　フィリップがいかに王太子らしくあろうとしているかということや、王太子妃になったほうが幸せに暮らしていけるということ、果てやそれが民衆の幸せにつながるということまでジークベルトは語る。

「異世界からやってきた聖女様と結ばれるのはさ、やっぱりみんなの憧れの王子様であるべきなんだよ。こんな冴えないおっさんなんかよりね」

　ちょっぴりおどけた様子で、ジークベルトは自分を卑下して話を締めくくった。優しい声でそんなことを言うのが悲しくて、春歌は彼の服にギュッとしがみついた。

「ジークベルトさんは、冴えないおっさんなんかじゃないです。かっこいいし、治癒魔法もすごいし、いつも私のことを考えて話を聞いてくれるし……とにかく、冴えないなんてことはないです。それに、おじさんっていうほど、おじさんじゃないでしょ？　私が十八歳で、ジークベルトさんが三十歳なんだから……全然、ありです」

　ジークベルトの良さをわかっているつもりで力説しようとしたが、途中から恥ずかしくなってしまった。冴えないなんてことはないし、おじさんなんてこともない――そのことだけでも伝えたかったのだが、ジークベルトは穏やかに微笑んでいるだけだ。

「そうやって言ってもらえるだけで、俺は幸せだよ。でも、今滞在してるこのフライホルツ家は、生粋の直系崇拝だからね。先王を、その長子である陛下を、そしてその長子であるフィリップを推してる。それ以外はあり得ないって考えの人たちがいるわけだから、発言には気をつけたほうがいいんだ」

　ほんの少し声を潜めて、なだめるように春歌の頭を撫でてから、ジークベルトは今度こそ立ち上がった。

　本当はまだそばにいてほしかったが、引き留めると困らせるかもしれないと思い、春歌は堪えた。そうしているうちにジークベルトは部屋を出ていってしまい、ドアが閉まる音が響いた。

「……どんなにフィリップを推されても、いいとは思えないよ」

　取り残された春歌はそんなことを呟いて、それから少し眠った。






　目覚めると部屋の中には明かりが灯されていて、すっかり夜になっていることに気が付いた。そして、部屋の中には誰かの気配があり、その人が何か細々と作業をしているのがわかった。

「聖女様、お目覚めですか。フィリップ殿下も間もなくいらっしゃいますからね」

「え？　そう、なんですか」

「お待ちの間、こちらのお茶をどうぞ。気分がよくなりますからね」

「どうも」

　部屋にいたのはこの屋敷のメイドだったらしく、目覚めた春歌に甲斐甲斐しく世話を焼いてくれた。フィリップが来るというのはよくわからなかったが、目覚めたら喉が渇いていたからお茶はありがたく受け取った。

「これからあの美しい殿下と夢のような時間を過ごされるなんて、羨ましいですわ。殿下のことですから、きっと優しくしてくださるのでしょうね」

　奥の寝室を整えて戻ってきたメイドは、うっとりとした様子でそんなことを言う。やけに甘ったるい匂いのするお茶を飲みながら、春歌は何のことかわからず首を傾げる。

「優しくって、何のこと？　それに、彼が今からここへ来るっていうのもよくわからないんだけど……」

「やっぱり聖女様は初心でいらっしゃるのね！　大丈夫！　そうだと思いまして、そのお茶をお出ししたのですもの！　そのお茶を飲んで殿下に身を任せれば、どんな感覚もすべて天にも昇るような心地になりますの」

「――!?」

　相変わらずうっとりした表情でしゃべるメイドの言っていることはよくわからなかったが、春歌は自分の身体に起きた変化には気がついた。

（なに、これ!?　身体が、すごく熱い……！）

　何が起こっているのか怖くなって、春歌は慌てて寝室に逃げ込んだ。熱を持ち、ふらふらする身体を何とか動かして、やっとのことで鍵をかけた。

　変なものを飲まされて、これからフィリップが来る――それだけのことしかわからなくても、十分に怖かった。

「……これは……」

　ドアに背を預け、部屋の中に視線をやって、さらに言葉を失った。寝台の上には、薔薇の花びらが散りばめられている。そしてヘッドボードの上には、甘ったるい香りの煙を出す香炉が置かれている。

　そのことを意識した途端、身体の中心が焼けるように熱を持った。下腹部が、ドクドクと脈打つように疼く。

　強制的に発情させられているのだとわかって、思わず目眩がした。

「ルカ、来たよ。……って、あれ？」

　居間のほうにフィリップが来たのがわかった。あのメイドに言われてきたのだろう。春歌が呼んでいるとでも言われたからか、春歌を探している。

　じきにここにいることも知られてしまうだろう。ここで、こんな姿になっているのを見つけられるのはまずい。だから、春歌は自分から声を発した。

「フィリップ……来ないで」

「え？　ルカ、寝室にいるの？　どうしたの？」

「気分が、悪いの……お願い、帰ってぇ……」

　フィリップの声を聞いた途端、またドクリと身体が脈打って、さらに熱くなるのがわかった。ドアを一枚隔てている今は、理性でどうにかできている。だが、これが万が一彼を前にしてしまったら、どうなるかわからないのが怖い。

「気分が悪い？　確かに、苦しそうだね。私が助けてあげるよ。ドアを開けて」

「いや！　だめ！　……お願い、本当に、来ないで……！」

　心配そうな声で話しかけてくるフィリップは、無理やりにでもドアを開けて入って来ようとする気配があった。

　開けられれば、きっと終わりだ。変なお茶とお香によって発情させられた春歌は、部屋に入ってきたフィリップに襲いかかってしまうだろう。そんなことをされれば、彼はおそらく拒まない。

　そうすればあのメイドの――このフライホルツ家の人間の思惑通り、春歌はフィリップと身体の結びつきを持ってしまう。

　身体のつながりを持てば自動的に杖が決まるということはおそらくないはずだが、春歌の気持ちとしてもうジークベルトを選ぶことはできなくなるだろう。

　そんなことは絶対に嫌で、こんな形で誰かと身体をつなげるなんて嫌で、春歌は歯を食いしばって熱に支配されそうになるのを堪えた。

（熱い……それに、何だかかゆい。ムズムズする……身体の奥……嫌だ……ドクドクして、ジンジンして……苦しい）

　うずくまり、動かないようじっと息を詰めて、春歌はこの未知の感覚が過ぎ去るのを待とうとした。少しでも動くと、服が肌を擦るだけで変な声が出そうになるのだ。

　春歌がもう少し大人であれば、この熱の逃し方もわかったかもしれない。だが、春歌はまだ十八歳で、性の悦びなど知らぬ無垢な乙女のままこちらの世界へやってきてしまった。

　だから、気分が昂ぶるお茶を飲まされてもお香を嗅がされても、歯を食いしばって耐えるほかに方法など知らないのだ。

　どのくらいそうして耐えていただろうか。寝室のドアがノックされ、控えめに声がかけられた。

「ハルカ、大丈夫か？　俺だ。ジークベルトだ」

「ジーク、ベルトさん……だめ、きちゃ嫌……」

「媚薬を飲まされたんだろう？　助けてやるから、信用してドアを開けてくれ。ひとりで凌ぐなんて、無理だ。一晩中苛まれるぞ」

　居間から、ジークベルトは必死な様子で言ってくる。フィリップと違い、春歌が置かれている状況をわかってくれている。

　これならもしかしたら、変になった春歌を見ても惑わされずに助けてくれるかもしれないと、迷った末に鍵を開けた。

　すると、ジークベルトはすぐに部屋に入ってきて、寝台のほうへ向かった。そして口元を抑えて香炉を手にすると、それを寝台の敷布でぐるぐると包んでしまった。

「こんなに媚薬が充満した部屋で、今まで耐えていたのか。……可哀想に」

「んっ……」

　ただ単にいたわるために髪を撫でてくれたのだろうに、春歌はジークベルトに触れられて変な声を出してしまった。触れられるだけで、だめだ。春歌の身体は期待に熱を持ち、中心部分はとろりと湿り気を帯び始めた。

「……ジークベルトさん、ありがとう、ございました。でも……ん……もう、だいじょぶなので……かえってください……」

　最後の最後に残ったなけなしの理性で、春歌はジークベルトを遠ざけようとした。だが、ジークベルトはそれを許してはくれない。

「ハルカ、無理だ。媚薬をこの濃さで嗅がされたんだ。処理しないと一睡もできずに一晩中苦しむことになる」

　精一杯距離を取ろうとする春歌の身体をギュッと抱きしめて、ジークベルトは言った。耳のすぐ近くで響いてくるその声に、春歌は腰が砕けそうになった。はしたないとわかっていても、気がつくともっとジークベルトを感じたいと身体をくねらせてしまっていた。

「俺に任せて。大丈夫……ハルカの意思じゃないことは、ちゃんとわかってるよ。処理すれば落ち着くから、俺に身を任せて」

　春歌が抵抗しないことがわかると、ジークベルトは落ち着かせるように何度も髪を撫でて、それからその手をドレスの裾へと移動させた。

　足首すれすれまである長いドレスの裾をたくし上げると、その手は太ももに、それからその中心に向かう。

「んぁ……はぅ、ん」

「すごい……下着の上からでも濡れてるのがわかる。これなら、もう指を挿れても大丈夫かな」

「あっ……ぁんっ」

　いつの間にか下着をぐっしょりと濡らすほど春歌のそこは蜜を溢れさせていて、ジークベルトが下着の横から指を滑らせると、ぬるりと彼の指を飲み込んでしまった。

　これまで誰にも、何にも侵入を許したことがないそこは、いくら蜜に濡れていても狭く閉ざされている。だから、飲み込んでからもジークベルトの指を持て余すかのように、きゅうきゅうと蠢いて締め付けていた。

「締め付けが、すごいな……ハルカの小さなここに、俺の太い指なんか挿れてごめんな。苦しいよな……でも、あとちょっとの辛抱だから」

　言いながら、ジークベルトは春歌の中にねじ入れる指を二本に増やしていた。二本の指が、蜜に濡れた肉襞を丁寧になぞるかのように動いていた。

　蜜は指を滴り、ジークベルトの手首を、春歌自身の内腿を、そこをさらに滴って床までも濡らしている。

　指だけでは足りないからか、甘く喘ぎながら春歌は自然と腰を揺らしていた。

「んんんっ、ジーク、ベルトさぁん……あぁん……やらぁ……もっとぉ……」

「だめだ……媚薬に心まで支配されたら……我慢してくれ」

　春歌が甘くとろけるような顔で見上げると、ジークベルトはぐっと目を閉じて顔をそむけた。それが嫌で悲しくて、春歌は身をよじりながら涙目で頭を振った。

　こんな触れ合いでは足りない。もっと奥まで、もっと激しく触れてほしい――春歌の脳内はそんな思考でいっぱいになっているが、ジークベルトがそれに応えてくれることはない。

「……そろそろ、楽にしてあげるからな」

　指二本を蠢かせたまま、ジークベルトは親指でぐっと花芽を押し込んだ。蜜壺の上で充血して凝っている花芽をそうして押し込まれると、春歌の身体には電流のように快感が駆け巡っていった。

「はぅっ……んんーっ……あぁっ、いっ……！」

「そう……いい子だ。上手に果ててごらん」

　花芽を強く押さえた状態で、ジークベルトは容赦なく蜜壺の中の指を激しく動かした。快感に不慣れな春歌の身体がビクビク震えても手を休めることなく、連続で絶頂の果てへと押し上げ続ける。

　ジークベルトの指で、春歌は何度も何度も快楽を極めた。髪を振り乱し、涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら、何度も何度も。

　やがて春歌はガクンとひと際大きく身体を震わせてから、そのまま動かなくなった。ジークベルトは春歌が意識を失ったのを確認して、その身体を寝台の上へと運んでやった。

「本当はこんな部屋で寝かせたくないし、こんな屋敷から今すぐ出ていきたいところだが……一晩我慢してくれ」

　風の魔法で室内の空気を浄化し、眠る春歌に治癒魔法をかけて、ジークベルトは呟く。

　そんな彼も先ほどまでの春歌のように熱に浮かされているように見えるが、ギリギリのところで理性が打ち勝ったようだ。

　しばらく名残惜しそうに寝台の上の春歌を見つめてから、重たい足取りで部屋を出ていった。

















第四話












　フライホルツ家で媚薬を盛られた次の日、春歌たち一行は早朝に旅立った。

　ジークベルトだけが怒っているのかと思いきや、事情を知った神官たちも、フィリップも怒りを露わにした。

「聖女に仇なすということは王族へ、国家へ、さらには女神に対する反逆だということを忘れるな」

　静かに怒りの炎を燃やすフィリップにそう言われ、フライホルツ家の人間たちは震え上がっていた。柔和で美しい顔立ちのフィリップが怒りの表情を浮かべるというのも怖かったが、その身から周囲を威圧するほどの殺気が出るということが恐ろしかったようだ。

「使用人が勝手にしたことです」とフライホルツ家の当主は言い逃れしようとしていたが、使用人が勝手にできる家にはもう一秒たりともいられないというのが総意だった。

　そこからは、春歌たち一行にはほんの少し苦しい旅となった。

　鎮めを行ったあとは、予定していた貴族の屋敷には向かわないことにしたのだ。どこに滞在しても、似たような危険は孕んでいるだろうからと。

　春歌自身がそう主張するより先に、神官たちが言い出した。泊まるなら殿下たちだけでどうぞ、と。聖女様のことは、我々が野営地で責任を持ってお守りすると。

　ジークベルトはすぐにそれに賛同し、神官たちに交じって拠点の設営に加わっていた。フィリップは何か言いたそうにしていたが、自分にも何割か非があるのがわかっているからか、最後には神官たちと並んで夜空を見ながら眠りについていた。

　最初のほうは、疲れた身体でその夜休む場所を探すのも食事を調達するのも、大変で仕方がないことのように思えていた。だがそのうちに慣れてくると、春歌はまるでキャンプにでも来たかのような感覚で楽しめるようになっていた。

「うちの聖女様はまあ、たくましくなっちゃって」

　春歌が即席の銛で魚を突くのを見届けてから、面白がるようにジークベルトは言った。

　まるであの夜に特別なことなど何もなかったかのように彼が振る舞うから、春歌ももう気にしないことに決めた。薬を盛られたとはいえ、発情して迫ってしまったことなど、忘れてもらえるならそのほうがありがたい。

「ジークベルトさんも手伝ってください。ちゃんと魚が用意できないと、みんながお腹を空かせたまま眠らなくちゃいけないんですからね」

「おじさんはさっきもう十匹獲ったところだよ。少し休憩させてよ。はい、ハルカも一緒にね」

　ジークベルトは春歌の腕を掴むと、川の中から引き上げてしまった。それから、自分の隣に座らせる。

「もう……ジークベルトさんはすぐさぼる」

「違うよ。頑張りすぎる聖女様を休ませるのも仕事なんだよ。……甥っ子の休ませ方もわかればいいんだけどな」

　そう言ってジークベルトが見つめる先には、慣れない手つきで魚を獲ろうとするフィリップの姿があった。食料がかかっているとはいえその姿はあまりに切実で、見ているとなんだか苦しくなってくるような気がした。

「フィリップはさ、緊張しているんだよ。自分がちゃんとできているのか、ちゃんと成し遂げられるのかって」

「もうすぐ、最後の鎮めだからですか？」

「それもあるだろうけど、彼が王子で、たったひとりの跡継ぎだからだと思うよ」

　ジークベルトはフィリップを見つめたまま、溜め息をつくように言った。

「国王夫妻はなかなか子供に恵まれなくて、フィリップはそんな夫妻がようやく授かった待望の王子なんだよ。国王は、王妃だけを深く愛しているから、周囲にどれだけ言われても愛妾を持つことはなかった。でも、そのことによって王妃が――自分の母親がどれだけ周りに責められて苦しんだのか知っているから、フィリップは跡継ぎ問題で自分の妻を苦しめないって決めてるんだ」

　フィリップの苦悩を語りながら、ジークベルトもまた苦しそうだった。

　ジークベルトは、国王の弟だ。つまり、フィリップが生まれるまでは最も王位継承の順位が高かったということだ。彼の苦悩にはそのあたりのことが関係しているだろうということは、政治に疎い春歌にもわかった。

「フィリップは俺なんかと違って優秀で、立派な王子なんだから、何も気にする必要なんかないんだけどね。どれだけ王位に興味はありませんよってアピールしても、わからないやつらにはわからないらしいんだ。そのせいで、俺の存在がフィリップを苦しめる」

　ジークベルトは指先に魔法で小さな光を灯してみせながら、「魔法だって、王位に興味がないってアピールになればと思って必死に身に付けたのにさ」と呟いた。

　いつも飄々としている彼のわかりやすい弱音に、春歌は何だか胸が苦しくなった。

「頑張る甥っ子の邪魔になるなら、俺なんていなかったらよかったんだろうな」

「そんなことないです！　そんなこと……ジークベルトさんがいなかったら、私、この世界で頑張れませんでした。ジークベルトさんがいつも、私が苦しいのに気づいてくれたから、折れずにここまで来られたんです。だから……いなかったらよかったとか、言わないでください」

　混じりっ気のない弱音を耳にして、春歌の心にはさざ波が立つようだった。何か言いたい。彼が、自分の存在を疎ましく思わないで済むようにしてあげたい。そのことで頭の中がいっぱいになっていた。

「たとえ、他の人たちがジークベルトさんのことをいらないって言ってたとしても、私には必要なんです。だから、えっと……いらないって言われたら、私が独り占めします」

　言っているうちにわけがわからなくなって、最終的には告白のような言葉を口走ってしまっていた。それに気がついて、春歌は耳まで真っ赤になった。

　だが、ジークベルトはただ嬉しそうに、柔らかく笑っただけだった。

「聖女様にそこまで言ってもらえるんなら、こんな俺でも生きてていいんだろうな。ありがとう、ハルカ。フィリップもいいやつだからさ、ちゃんと考えてやってほしいんだ」

　そう言い残して、ジークベルトは去っていった。

　告白めいたことを口にしてもなお、やはり彼が動じることはなかった。それどころか、伴侶としてフィリップを選ぶよう推すような発言までしてくる。

　それは、恋愛の駆け引きなどというものに不慣れな春歌にとっては、実質敗北みたいなものだ。

　それでも、胸に灯った小さな灯りのような想いを消すことは、できそうになかった。










　野営地でとはいえたっぷり身体を休めてから、春歌たちは最後の鎮めへと旅立った。

　最後の遺骸は、頭の部分だ。

　体から切り離されてもなお咆哮を続け、封じられるまで目に入るものすべてに牙を突き立てようとしていたというだけあって、その頭部を封印している場所の周囲は禁足地となっている。

　侵入を禁止しているというより、生き物が存在するのを許さない地だからのようだ。

　近づくにつれて、そこが他と比べ物にならないほど瘴気に汚染されているのがわかった。草木が枯れているし、空気は淀んで乾いている。水辺も、すえた臭いを放っていた。死んだ水というものがあるとしたら、こういう臭いだと感じるものだった。

「どうやら、馬車で進めるのはここまでみたいだな。馬が、これ以上は進みたがらないだろう」

　森を奥へと進むにつれ、馬の足並みはどんどん揃わなくなっていた。度胸のある馬を揃えていると聞かされていたが、さすがにここが限界ということらしい。

「ここからは歩きになる」

　先に降りて馬や周辺を確認したジークベルトが、春歌に手を差し伸べた。それに掴まり、春歌は馬車を降りる。

「瘴気が、すごく濃いですね。何となく、色までついてそう……」

「それ、何色？　……いや、聞かないほうがいいや。きれいな色じゃないのは確実だし」

　春歌とジークベルトがそんな軽口を叩いている間も、フィリップは物憂げな表情で考え事をしているようだった。

「フィリップさん、行きましょう」

「あ、ああ。……すまない」

　フィリップは馬車が停まっているのにも気がついていなかったようで、春歌に呼ばれて弾かれたように顔を上げた。最後の鎮めを前にして彼が緊張していることは、誰の目にも明らかだった。

「いよいよ、最後ですからね。ここを鎮めたら、この国に平和が訪れるんですね」

　少しでもフィリップの緊張を解せればと、春歌は微笑みかけた。

　これまでやってきたのと同じように鎮めを行うだけだ。だから、大丈夫――そんな思いを込めて春歌は微笑んだわけだが、フィリップには春歌の声すら届いていないようだった。

「私は、初めて鎮めに同行した王太子……つまり、初めて鎮めに同行した王になるんだ。しっかり、務めなければ」

　歩きながら、思いつめた様子でフィリップは言う。

　今までの歴史上、鎮めに同行した王太子はいないのだという。こんなに危ない任務は、第二第三王子に任せるのが当然だからだ。つまり、かつて聖女の伴侶――杖に選ばれた王太子はいないということだ。

　鎮めに同行した初めての王太子であり、もしかすると初めて聖女の杖に選ばれる王になるかもしれないのだ。初めて尽くしを前にして、フィリップを強く推す人間たちは色めき立っているのだろう。

　その空気を感じ取って、フィリップも緊張しているに違いない。そのことがわかるようになったから、春歌は彼を気の毒に思っていた。

「……ここが、最後の場所ね」

　森の中の最奥、石造りの廟の前へとたどり着き、春歌は呟いた。

　中に入る前から、その空間がとんでもない場所であることはわかった。立っているだけで肌がビリビリと粟立ち、圧迫されるかのように息苦しく感じる。

「じゃあ、行きましょうか」

「待って、ルカ」

　春歌がいつものようにジークベルトと連れ立って廟の中へ入ろうとすると、フィリップに呼び止められた。

「私も、一緒に行く。ここは、ルカを一番に守るべきだと思うんだ。最後の場所にして、最凶の場所だ。神官たちのことも確かに大切だが、ルカの身に何かあっては元も子もないから」

　フィリップが真剣に言う後ろで、神官たちも頷いていた。

　フィリップの言う通り、この異様なほど濃い瘴気の中で鎮めを行えるか不安だったため、その申し出に応じることにした。

「それなら、三人で行きましょう。鎮めが完了するまで、結界をお願いします」

　言ってから、春歌は廟の中へと入っていった。

　その廟は、他の場所のものよりもずいぶん大きかった。封じられているものは頭部で、それは廟の中に安置されているというより、壁にめり込んでいる。だから、その頭部と空間との距離を十分取るためには、大きな廟にするしかなかったのだ。

「結界、張ったよ」

「はい」

　フィリップに促され、春歌は一歩前に進み出た。

　結界を隔てていてもなお、石化している竜の頭部と向かい合うというのは何だか恐ろしい気がする。その恐れを振り払うように、春歌は歌い始めた。

　いつも、歌い始めると禍々しいものをねじ伏せているという感覚があるのだが、今回は違った。その感覚はあるが、押し返されているという感じもある。

（何だか、変。力が強いっていうか……え!?）

　石化しているはずの竜の眼球が動いたと思ったときには、壁に埋まっているはずの頭部は大きな顎あぎとを開いて春歌たちへ飛びかかろうとしてきた。あとわずかで噛みつかれるというところで、一歩後ろに控えていたはずのジークベルトが前へと飛び出して春歌たちを庇った。

「ジークベルトさんっ！」

　ジークベルトは、魔法で出現させた剣で竜の牙を受け止めていた。受け止めるので、ようやくだ。この体勢ではきっと、攻撃するための魔法は放てないだろう。

「ハルカ！　俺が食い止めている間にフィリップを連れて逃げろ！　時間稼ぎしかできん！」

　ジークベルトは、必死な様子で叫んだ。それは嘘ではなく、本当なのだろう。地面で踏ん張っている彼の足は、ジリジリと押されていた。

「ルカ、行こう！　ジークが止めてくれる間に逃げないと！」

　一瞬怯み、それでもすぐに正気に戻った様子のフィリップが春歌の腕を引いた。春歌は迷うことなくその手を振り解き、ジークベルトのそばまで駆け寄った。

（私が、女神の加護を受ける聖女だっていうのなら）

　春歌は、再び歌い始めた。「ふるさと」ではない。お披露目の宴で民衆の前で歌った、この国伝統の歌を。

（聖女だっていうんなら。歌で、好きな人を守れるはずよ）

　歌いながら、ジリジリと押されるジークベルトの背中を支えた。執念だけで前へ前へと出てくる竜を相手にしているのだ。春歌が後ろから押したくらいでは、ジークベルトが突然優勢に変わることはなかった。それでも負けてたまるものかと、春歌はジークベルトの背中を押しながら声を張り上げた。

　いつしか春歌の歌声には、いくつもの声が重なっていた。

　それは神官たちの、フィリップの、ジークベルトの声だった。かつてこの土地で祈りを捧げた人々の声だったかもしれない。

　とにかくたくさんの声が幾重にもなって、春歌の歌声を厚く熱くしていた。

（春を、命を司るという女神様。この国にまだ加護をもたらしてくださるというのなら、どうか私に力を貸してください。せめて、ひとりで悪しきものと対峙しようとする好きな人を守れるだけの力を。どうか、どうか――）

　春歌は、強く強く祈った。

　その祈りが、みんなの歌声が届いたのか、グッと竜が後退する気配があった。そこをすかさずジークベルトが斬り伏せ、封じるために何か呪文を唱えた。それから力尽きたように倒れた。

「ジークベルトさん、死んじゃだめ！　せっかく最後の鎮めが終わったのに、私は誰と結婚すればいいの？　お父さんお母さんの代わりに私のことを支えてくれるって言ったじゃない！　死んじゃやだよ」

　しばらくの間、揺さぶられるがままになっていたジークベルトだったが、やがて観念したように手を上げて、ポンポンと春歌の頭を撫でた。

「……可愛い聖女様の太ももと胸部にしばらく挟まれてるのもいいもんかと思って黙ってたんだけど、さすがに鼻水でべしょべしょにされるのは勘弁だな」

「もう！」

　生きていたという安堵と第一声がそれかということに、春歌は泣きながら怒った。でも、怒り続けることなどできず、勘弁だと言われてもベソベソ泣くしかなかった。

「無事だったんだからさ、そんなに泣かないの」

「だって……」

「さっきの言葉に嘘偽りはないんでしょ？　だったら、泣いてる女の子にプロポーズするより、笑ってる女の子にプロポーズしたいんだけどな」

「え……」

　あまりのことに驚いて、春歌の涙は引っ込んだ。

　泣いている場合ではないということはわかっても、何が自分の身に起きたのかまでは理解できなかった。

　目を白黒させている春歌と違い、神官たちは祝福ムードだった。フィリップも、少し困った顔をしつつも周りと一緒に拍手していた。

「今更撤回なんて、なしだからね」

「……そんなこと、しません」

「俺は生涯かけてハルカを幸せにするよ。その代わり、すごく愛が重いから覚悟してね」

「はい」

　鎮めを共に行った仲間たちに囲まれる中、ジークベルトは春歌に求婚した。こんなときでも締まらない、ふわふわした言葉だ。

　だが、それだけに彼らしい言葉で、春歌や周囲の心を打ったのだった。

「この国を守るためにハルカを聖女として召喚してしまった。それによって我々は、ハルカから家族や大切なものを奪ったのと同じだ。だから、それに代わるものなんてないけど、この世界でも同じくらい大切なものができるようにするよ。家族になろうね、ハルカ。そして、たくさん家族を作ろう」

　そう言って、ジークベルトは春歌を引き寄せて口づけた。その瞬間、先ほどとは比べ物にならないほどの歓声が周囲から上がる。

　それが胸を打つようなジークベルトの言葉に対してだったのか、ふたりの熱いキスに対してだったのかはわからない。

　春歌はそれが恥ずかしくて、でも嬉しくて、しばらくジークベルトにされるがままになっていた。
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　鎮めが終わり、平和がもたらされた一ヶ月後のこと。

　春歌とジークベルトの婚約を発表する宴が開かれることになった。

　聖女が選んだのが王太子フィリップではなく王弟ジークベルトだったというのは、当然物議を醸した。民衆に人気があったのは容姿がわかりやすく美麗なフィリップだったし、フライホルツ家のような過激な直系主義の輩もいるからだ。

　それらの騒ぎを退けたのは、神官たちだった。

　神に仕える彼らは、最後の鎮めにおいてジークベルトがどれだけ勇敢だったかを褒め称えた。実際にジークベルトがいなければあの場にいた全員の命が危うかったわけだが、神官たちは事実以上にダイナミックに脚色して吹聴して回ったのだ。

　おかげで帰還後十日もすれば民衆たちの間でジークベルトは英雄となり、その声に押される形でフィリップ派も口を閉じるしかなくなった。

　それに何より、フィリップ自身がはっきりと負けを認めたのだ。

「私は最初、自分が選ばれなくてはいけないと思っていたし、ルカも当然私を選ぶものだと思っていた。でもそのうちに、本当にあなたに惹かれて、あなたに選ばれたいと思うようになっていったんだ。だから、想いを通わせたジークベルトとルカが結ばれるのが正しいし、それは喜ばしいことだと私は思う」

　本心から惜しむように、それでいて潔く言ったフィリップの言葉に、誰も何も言うことはできなかった。そして、このフィリップの言葉も含めて聖女と杖候補たちの恋物語は人々に愛されることになる。

　巷では、ジークベルトを模した人物画の入ったグッズが作られ、ジークベルトの好物だという謳い文句で物が売られ、ジークベルトと春歌をモデルとするキャラクターが出てくる劇や小説が作られ、空前のブームとなっている。

　そんな中での、今日の婚約発表だ。

　街中は大変な盛り上がりで、遠方からもジークベルトと春歌をひと目見ようと大勢の人たちが押し寄せてきている。

　というわけで、本来なら神殿で女神に宣誓するという密やかな形で行われるはずの王族の結婚式も、多くの人が見物できる形にするべきと議論がなされ、二人の結婚式については今、日程と規模について話し合われている最中だ。

「婚約発表ってだけなのに、すごいことになってしまった……」

　メイドたちによって着飾らせられ、豪華な衣装を纏った春歌は控えの間で溜め息をついていた。

　春歌が着ているのは、一見するとただのシンプルな白いエンパイアドレスだ。聖女お披露目のときに着たものと、ライン自体はよく似ている。

　だが大きく異なるのは、使われている宝石類の数だ。今回のドレスは光に当たるとキラキラ輝くのだが、それは数多の宝石が縫い付けられているからなのだ。

　それゆえ、物凄く重たい。おまけにこれまた豪華なティアラを被せられているから、うっかりすると転んでしまいそうなほどバランスを取るのが難しかった。

　救いなのは、聖女の象徴として長い杖を持たされていることだ。それを支えにして、ようやく立っている。

「ハルカ。せっかくきれいな格好をしているんだから、溜め息なんかついちゃだめだよ」

　春歌と同じく控えの間にいたジークベルトが、穏やかな笑みを浮かべて言った。

　春歌はジークベルトを見て、顔を赤くした。今日は顔を合わせた瞬間から、ずっとそんな感じだ。

　というのも、晴れ着姿を纏ったジークベルトが、あまりにも格好いいのだ。

　日頃はあまり王族らしい服装をする彼ではないが、今日は違った。

「お伽話の王子様みたいだ」というのが、ジークベルトを見たときの春歌の感想で、彼がそういったものを身に着けるとすごく着映えするのだということを思い知らされた。

「また俺に見惚れてるの？」

「だって、かっこいいから……」

「嬉しいけど、照れちゃうな。これから国王陛下の御前だよ？　にやけて間抜けな顔を晒すわけにはいかないから、格好つけさせてね」

　ジークベルトはとびきりの笑顔を浮かべると、その直後には表情を引き締め、春歌の手を引き歩きだした。

　向かうのは、ふたりの登場を待ちわびている民衆の前。そして、国王夫妻とフィリップの前だ。

　ジークベルトと春歌が並んで登場すると、わっと拍手と歓声があがった。その拍手と歓声の渦に包まれながら階段を上り、フィリップたちが待つ壇上へと上がった。

　春歌とジークベルトは国王夫妻に一礼し、フィリップに一礼し、そして最後に彼らの背後にある女神像に一礼した。それから、宣誓という形で婚約を報告した。

　予行をしたときはそれで終わりだったのだが、練習と違ってジークベルトはその場に片膝をついた。

　以前礼儀作法の講義で習った、最上位の礼を示すための格好だ。ジークベルトは、国王夫妻とフィリップに対して最上位の礼をしたのだ。

「私は幸運なことに聖女の杖に選ばれ、彼女の伴侶としてこれからの人生を歩んでいくことになりました。今後は聖女ハルカと共に、臣下としてこの国の益々の発展に貢献していくことを誓います」

　ジークベルトの隣で彼に倣って片膝をついていた春歌は、その言葉を聞いて驚いた。

　ジークベルトはその立場と能力から、フィリップや現国王すら脅かすとされている存在だ。本人にそのつもりはなくても、周囲は常に彼を警戒していた。

　そこへ来て、聖女である春歌との婚約だ。周りの人間たちは、ジークベルトがさらに力をつけると危ぶんでいた。

　だから今ここで、明確に臣下になると宣言したのだろう。敵ではないと、脅かす存在ではないと、大勢の前で宣誓する形で。

　どれだけ国王やフィリップとの間に信頼があっても、周囲を安心させられなければ危うい存在であることに変わりはなかったのだ。

　ジークベルトはその憂いを、祝いの席で払ってみせた。

　自分たちが幸せになるだけでなく、周囲の心配事もなくしてしまったそのやり方に、春歌は感激した。

　国王がジークベルトに握手を求め、それを皮切りに拍手が沸き起こったことで会場は大いに盛り上がり、春歌たちの婚約発表は祝福に包まれて幕を閉じたのだった。

















第五話












　ひとりで眠るには大きすぎる寝台の上で、春歌は何度めになるかわからない寝返りを打っていた。

　目が冴えて眠れないというのもあるし、落ち着かないというのもある。待ち人が来るだろうかという期待に、胸が高鳴りすぎているのだ。

　挙式はまだだが実質夫婦になったということで、春歌はジークベルトの屋敷で暮らし始めている。

　憧れの新婚生活だと春歌は喜んでいたものの、実際はジークベルトの多忙さを目の当たりにしただけだった。

　ジークベルトは元々忙しい立場ではあったのだが、魔法学校を設立するということでここ最近はさらにその忙しさを極めていた。

　魔法が限られた人間たちのものでなくなれば、それだけ危険なものと対峙するときの力になると考えているらしい。

　それに、ジークベルトは聖女ひとりの肩に世界の命運がかかっているという今の状況を良しとしていないのだ。だから、鎮めに関わる力を持つ人間を増やし、分担できるようにしようと考えているとのことだった。

　すべては、春歌の幸せのために。春歌に普通の女の子としての人生を歩ませてやるために。

　そう真剣な顔で伝えられてしまったため、彼が昼夜を問わず忙しくしていることについて文句はない。

　だが、それでもやはり寂しくて、相手にしてほしいと思うのは仕方がないことだった。

　二人で過ごすための寝室には帰ってきているという話だが、深夜に部屋に戻ってきて早朝にはいなくなるというジークベルトに春歌は会えずに眠っている。

　というわけで今夜は、夜更かしのためのハーブティーをメイドに淹れてもらって、それを飲んで待っているというわけだ。

　メイドの話では、ジークベルトにも同じものを差し入れてくれたらしい。つまり、彼も疲れてはいるだろうが、いつもより目が冴える状態でこの部屋に戻ってくるということだ。

「今、十二時半くらいかあ……」

　時計を見て、春歌は呟いた。

　向こうの世界で大学生をしていた頃なら、このくらいの時間まで起きていることはよくあった。だが、誰かを待って起きているというのは初めてのことで、寂しさや焦燥感が相まって何とも言えない気分になってくる。

　しかも、春歌はただ待っているだけではない。

　もし今夜ジークベルトと顔を合わせることができたら、たっぷり甘えて自身を捧げてしまおうと考えているのだ。

　緊張するし、何より期待に身体が火照ってきてしまうのを感じていた。

（はしたないって思われたら、どうしよう。でも……好きだから触れられたいって思っちゃうんだもん）

　心の中で言い訳をしながら、ジークベルトへの恋しさが募っていく。その恋しさをなだめるために、春歌の指先は自然と、熱を持って疼く場所へと向かっていた。

　下着の上から、茂みの奥で静かに脈打っている小さな突起に触れてみると、それだけでビクンと身体が震えた。

　特別な関係になった人とは、これ以上のことをするのだ――春歌にあるのはその程度の知識で、この身体の火照りを鎮めるために何をすればいいかまでは、まだよく知らない。

「ハルカ、まだ起きてるのかな？」

「は、はいっ！」

　疼きをどうにかしたいといたずらでもするかのように自分のものに触っていた春歌は、突然待ち望んでいた声が聞こえてきて驚いてしまった。

　ジークベルトは、ノックの後、静かに寝室に入ってきた。その顔にはうっすらと疲れが滲んでいるものの、何だか上機嫌だ。

「よかった、起きてたんだね。寝てたら寂しいなって思ってたから。急いで仕事を終わらせたかったんだけど、こんな時間になっちゃってごめんね」

「い、いえ」

「ハルカが待っててくれるってわかったから、すごく張り切ったんだよ」

　寝台に上がると、ジークベルトは春歌の髪を撫でながら嬉しそうに笑った。

　顔を合わせるだけで、こうして少し言葉を交わすだけで、好きな人がこんなにも嬉しそうにしてくれるという事実に、春歌の胸はじんわり温かくなった。

「あの……どうして私が待ってるってわかったの？」

「特別なお茶を差し入れてくれたでしょ？　あれ？　もしかして、知らないで運ばせたのか」

　何もわからず首を傾げる春歌に、ジークベルトは今度は悪い笑みを浮かべた。そういう表情をするとき彼は独特の色気を発するから、春歌はドキリとさせられてしまう。

「あのお茶は、簡単に言うと元気になるお茶だから、お誘いに使われるものなんだよ。あのお茶を妻から夫に差し入れるときは『今夜、準備ができております』って意味になるんだ」

「そ、そんな……」

「大胆なことをするなぁって思ってたんだけど……知らないでやってたっていうのも、可愛すぎるなぁ」

　春歌の肩を抱き寄せると、ジークベルトは舌なめずりでもしそうな顔で言う。いつもと違う雰囲気を怖いと思いつつも、彼に触れられたくてたまらなかったから、春歌はゾクゾクしていた。

「なかなかふたりで過ごす時間を作れなくて、寂しい思いをさせてごめんね。俺、そういう関係になったら絶対に歯止めが利かなくなると思って、我慢してたんだよ。でも……もういいんだよね？」

「ふっ……」

　ジークベルトは春歌を抱きしめると、淡く色づく唇をペロリと舐め上げた。口づけではなく舐められたということに、春歌の身体は反応してぞくぞくする。

「脅威を退けて立場を安定させたら、子供がたくさんほしいって思ってたんだ。だから、結婚して好きな人を抱くときは、そういう覚悟で臨むって決めていた」

　熱っぽくも真剣な眼差しで、ジークベルトは春歌を見つめた。その視線だけで溶かされそうになって、春歌はギュッとジークベルトにしがみついた。

「あのお茶に含まれる成分はね、血行促進と男性機能の活性化、それから子宮を活発にさせる効果があるんだ。つまり、子作りを促すお茶だね。――ハルカ、俺と子作りしてくれる？」

　低く響く声で甘く囁かれ、春歌は自分の身体がさらに熱を持つのを感じた。「子宮を活発にする」と言われたからかお茶の効果か、やがて子を宿すその場所が、子種を求めて疼くのがわかった。

「……うん、いっぱいほしい。ジークベルトさんと子供、いっぱい作る」

「ああ……ハルカ！」

　可愛いおねだりに堪えきれず、ジークベルトは荒々しく春歌を組み敷いた。貪るように口づけながら、あっという間に衣服を脱がせてしまう。下着だけにされて、途端に防御力が下がったような気分になった春歌は、無防備になった上半身を両腕で隠そうとした。

　だが、ジークベルトは楽しげな顔をしてそれを許さない。

「ハルカ、隠しちゃだめだよ」

「だって……」

「可愛いハルカの身体、もっと見せて？」

「うぅ……」

　ジークベルトは優しくなだめるように言って、そっと春歌の腕を開かせてしまった。

　外気に触れて、あらわになった春歌の胸の頂はツンと上を向いた。満足そうに微笑んだジークベルトの視線は、そこへと注がれる。

「ハルカは色白で、きれいな肌をしてるね。ここなんて、子猫の鼻先みたいな可愛いピンク色をして……なんて可愛いんだ」

「ひゃっ……！」

　うっとり見つめながら、ジークベルトは春歌の胸の先の色づく部分をそっと摘んだ。指先にほんのわずかでも力を入れられれば、そこから痺れが広がって、春歌は悲鳴のような声を抑えることができなかった。

「そんなに可愛い反応をされたら、もっと触りたくなるな」

「あっ、ひっ……んんっ、だめぇ……やぁっ」

　春歌の反応に気持ちが高まったらしく、ジークベルトは片方の乳房を口に含み、もう片方は頂をくすぐるように素早く指で弾いた。

　今まで自分でもあまり弄ってきたことがない部位を愛撫されたことで混乱し、春歌はいやいやと髪を振り乱す。だが、ジークベルトに組み敷かれた腰は、ねだるようにくねらせてしまっている。

「『だめだめ』って言いながら、そんなに腰を押し当ててきて……ここも、触ってほしいんだね。布の上からでもわかるくらい濡れちゃって」

　ジークベルトはにっこり笑うと、春歌の両脚を大きく開かせた。そうされるだけで身体が期待して、そこが湿り気を帯びるのが春歌自身にもわかった。

「気持ちよくしてあげられなかったらどうしようって思ってたから、安心したよ。初めてなのにこんなに濡れて……ハルカはいい子だ」

　下着の横から指を入れられ、濡れた部分を撫でられた。それだけなのに、春歌の身体はビリビリ震え、さらに期待に濡れた。

「ああ……ここも、すごくきれいな色をしてるね」

　唯一残っていた下着を取り去られ、春歌は遂に一糸纏わぬ姿にされてしまった。その上、脚を大きく開かされ、日頃は秘めている部分をジークベルトの眼前に晒される格好をさせられている。

「やだ……見ないで……」

「恥ずかしくないよ。すごくきれいで、淫靡で、そそられる……」

「んんっ……！」

　ジークベルトは大きく開かせた春歌の中心に顔を寄せていくと、そこを舐め始めた。初めは舌を大きく動かして溢れる蜜を塗り拡げるような動きをしていたのに、やがて蜜口の上で凝る肉芽に狙いを定めて小刻みに舌を動かすようになった。

　そして、蜜口をほぐすかのように指をゆっくり挿入し、動かし始めた。

「やだ……だめぇ……そこ、触っちゃ……」

「もっともっと、濡らさなきゃだめなんだよ」

「やぁっ、くちゅくちゅしないでぇ……！」

　春歌が恥じらい、身をよじるほどに、ジークベルトは興奮するのか愛撫を激しくしていった。

　蜜壺を暴くかのように突き立てられる指はやがて二本になり、大きく円を描くような動きに変わっていく。

「たっぷり濡れたね。これなら、大丈夫そうだ」

　舌と指で十分に春歌の身体をほぐしてから、ようやくジークベルトは顔を上げた。それから、今度は自分の衣服を脱いでいく。

　衣服の下から現れたのは、意外なほどよく鍛えられた肉体だった。長身ですらりとしていて、魔法が得意ということから、あまり身体を鍛えているというイメージはなかった。そのため、筋肉質な裸体を前にして、春歌は驚いて頬を赤らめていた。

「なぁに？　見惚れてるの？　それとも、意外に筋肉ついてるなって驚いてる？」

　春歌の心を見透かしたように、ジークベルトは不敵に笑った。自分の裸を前にして初心な妻が恥じらう様子は、見ていて気分がいいらしい。

「魔法使いってほっそりしてる印象があるみたいだけど、実際のところは体力勝負だからね。鍛えてるやつも多いよ。……ついでに言うと、夜が強いやつもね。精力と魔力って、密接な関わりがあるとかないとか」

「つ、強いって……？」

「寝かせてあげられないってことかな」

　いきなりの絶倫宣言に慄く春歌に構うことなく、ジークベルトは春歌の腰を掴んだ。そして自らの腰を揺らし、己の屹立したものを濡れた蜜口に押し当てる。

「え……や、そんなの、入るの？」

　恥ずかしがって視線をそらしていた春歌だったが、この段階になって身の危険を感じて、思わずそちらを見た。そして目に入ったジークベルトのたくましいものに、今さらになって恐れをなした。

「大丈夫だよ。女性の身体は、男のこれをきちんと迎え入れられるようにできているから」

「やっ……ジークベルトさん、待って」

「どうした？」

「……この格好、恥ずかしい……」

　愛する人を迎え入れる覚悟はできたものの、両脚を大きく開かされた格好は、春歌にはあまりにも恥ずかしかった。

　乱れてしまえば、そんなことも気にならなくなるかもしれない。だが、まだ快楽よりも理性や羞恥心が勝っている状況では、この体勢を受け入れるのは難しかったのだ。

「そうか……わかった。じゃあ、うつ伏せになってごらん。確かに、初めての春歌は後ろからのほうが負担が少なかったかもしれないね」

「は、はい……」

　優しく受け止めてくれたのがわかったから、春歌は言われるがまま寝台の上でうつ伏せになった。

「よし、いい子だ」

　ジークベルトはうつ伏せの春歌の腰を引き寄せ、高く上げさせた。そして、雄々しく屹立した自身を春歌の中心に宛てがい、ゆっくりと突き立てていく。

「ハルカ、俺のが入ってるの、わかる？」

「んっ……苦しい……こんなの……」

「息は止めちゃだめだ。ちゃんと呼吸して。そうしたら俺のこと、もっと感じられるようになるから」

「やっ、あぁっ、んん……！」

　緊張をほぐしてやるために、ジークベルトは手を春歌の花芯に這わせた。少し擦り上げるだけでそこから甘い痺れが走り、屹立を飲み込む蜜壺は震えながら締めつける。

　それには堪らず、ジークベルトの口から熱い吐息が漏れた。

「すごいよ、ハルカ。ちゃんと俺のもの、全部呑み込めたね」

　ジークベルトは深々と己のものを突き立てたあと、じっと動かずにいた。そうすることによって、春歌の内側が蠕動するのがより一層わかった。まるでもっと奥へ、深いところへとジークベルトを誘うように肉襞は動く。

「……ぅ……ジークベルトさんの、おっきい……」

「苦しい？」

「ううん……平気になってきた」

「じゃあ、動くよ」

「んあぁっ……！」

　春歌の身体が馴染んだのを確認してから、ジークベルトは肉楔を思いきり引き抜いた。それから、浅いところと蜜口を抉るように何度も何度もゆっくりとした抜き差しを繰り返した。

「ここ、この浅いところにはね、まだ不慣れでも感じられる場所があるんだ。ハルカも、ここがいいんだね」

「んっ、んんっ……あぁ、んっ」

「どう？　気持ちいい？」

「いぃ……すごく、気持ちぃ……あぁっ！」

　春歌が素直に快感を受け入れたのを合図に、ジークベルトは今度はグッと奥まで屹立を突き挿れた。奥を圧迫され、その不慣れな感覚に戸惑った春歌は逃れようとするが、ジークベルトはその細い腰を強く掴んで離さない。
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「この、ハルカの中の行き止まりみたいなところはね、女性の身体で一番感じる場所なんだって。今はまだ気持ちよくなれなくても、慣れてくると堪らなくなるんだよ」

「やっ……わかん、ない……んぅ……」

　先ほどまでの浅いところを刺激されるのとは違い、それは春歌にとってわかりやすい気持ちよさではなかった。だが、何度も何度もジークベルトのたくましいもので奥まで貫かれると、徐々にそれが快感に変わってくるような気がしていた。

　それからジークベルトは、浅いところを攻め、深いところを攻め、再び浅いところを攻めるを繰り返した。それに加え、蜜に濡れた花芽を押し潰すかのように指先で捏ねた。

　気持ちがいい部分をそうやって執拗に愛撫されたことで、快感に不慣れな春歌はあっという間に高められてしまった。腰を中心にゾクゾクと甘い痺れが全身を駆け巡り、それを逃そうと爪先にぴんと力を込めてみるが、その動きが蜜壺を締め付けることになってしまった。

「ふ、あっ、あっ、あぁっ！　んん……！」

　思いきりジークベルトの肉棒を食い締めると、春歌は腰を逸して達した。上半身はくったりと寝台に伏せ、腰を掴まれているから尻だけ高くしているような格好になっている。

　その艶めかしい春歌の姿を見て、ジークベルトのものはさらに高ぶったように硬さを増した。

「ハルカ、気持ちよかったんだね？　達する姿、すごく可愛かったよ。もっとその顔を見せて」

「やっ、あっ、だめ……ぁんっ！　あぁっ！」

　興奮したジークベルトは自らのものを引き抜くと春歌を仰向けにさせ、覆いかぶさって一気に貫いた。大きな身体にのしかかられ、身動きの取れない状態で何度も何度も激しく抜き差しされ、春歌は悲鳴のような声を上げた。

　だが、ふたりがつながっている部分からは粘度の高い水音が響き、ジークベルトだけでなく春歌も感じていることがわかる。

「ハルカ、好きだ。愛してる」

「私も、ジークベルトさん、好き……すきぃ……！」

「くっ……！」

　春歌への愛の言葉を囁きながら、ジークベルトはひと際激しく腰を振り、屹立を最奥へ叩きつけたところで果てた。屹立の先端からは熱い飛沫が迸り、ドクドクと脈打つたびに蜜壺の中を満たそうと注がれた。

「……すごくよかったよ」

　春歌の隣に横たわり、ジークベルトは満足げに言った。まだ正面から彼の顔を見るのが恥ずかしい春歌は、その胸にギュッと頬を寄せた。

　そうして頬を寄せると、彼の体温と鼓動、そしてほんのりと汗の匂いを感じることができる。そのことがどうしようもなく幸せで、春歌の胸の中は温かくなっていた。

「ちょっと激しくしちゃったけど、苦しくなかった？」

　ジークベルトは春歌の髪を梳きながら尋ねてきた。何気ないその指先の動きすら優しくて、先ほどの荒々しい行為との落差にまた胸がキュンとする。

「……ちゃんと気持ちよかったです。痛くないように、すごく優しくしてくれましたし。ちょっと苦しいのも、ジークベルトさんに求められてるんだって思ったら嬉しくて」

　胸の中に幸せのシャボン玉みたいにふわふわと浮かぶ想いを、春歌はひとつひとつ言葉にした。

　誰かをうんと好きになるのも、その人と結ばれることも初めてで、その特別な体験による喜びに包まれているのだ。

「今は俺ばっかり求めているように感じるかもしれないけど、こういうのはお互いに求め合うものだからね。いつかハルカがうんと俺を求める日が来たら、俺は全力で受け止めるからね」

　ちょっぴり悪い顔をして言うジークベルトの言葉は、そのときの春歌には単なる愛の囁きにしか聞こえていなかった。

　その言葉の意味が身にしみてわかるのは、それからまた少し経ってからのことだった。










　挙式を一月後に控えたある日のこと。

　春歌は少し不機嫌な顔をしてジークベルトの執務室を目指していた。

　挙式に向けての準備は順調で、春歌は忙しくも充実した日々を送っている。聖女としてやジークベルトの妻としてだけの人生にならないようにと、興味があることの教師をつけてもらって勉強の時間も設けている。ジークベルトも、きちんと顔を合わせる時間を作ってくれているし、触れ合いもできている。

　だが、それでも一緒にいると不満は出てくる。

　この場合は不満というより、心配なのだろうが。

（ジークベルトさんは、どうしてすぐに無理をするのかしら）

　春歌が脳裏に思い浮かべるのは、優しく穏やかに微笑みながらも疲れが滲んでいるジークベルトの姿だ。

　隠そうとしているものの、ずっと疲れているのはあきらかだ。特にここ数日間は、無理を押して働いているのがわかる。

　朝食のときには顔を合わせるものの、昼も夜も春歌はひとりで食事を摂っている。だからジークベルトのことが気になって使用人に尋ねてみたところ、ここ数日は仕事の合間に軽食をつまむといういい加減な生活をしているらしい。

　食事の時間すら惜しんで仕事をしているということは、睡眠だって大して取っていないのだろう。忙しい人間が最後に削れる時間なんて、睡眠時間くらいしか残っていないのだから。

　それがわかるから、春歌はぷりぷりと怒っていた。

　ジークベルトが自分を大事にせずに無理をするのにも腹が立つのだが、何より嫌なのは無理をしているのを春歌に隠せていると思っていることだ。

　だから春歌は、気づいているのだと今から伝えに行くのだ。そして、少しでも休憩を取らせると心に決めている。

「失礼します。お茶をお持ちしました」

　執務室までやってきてノックをしてドアを開けると、キョトンとした顔のジークベルトと目が合った。一瞬何が起こったのかわからずにいたようだが、春歌が部屋に来たことに気がつくと、嬉しそうに破顔する。彼は春歌を見ると、穏やかなタレ目の目尻をさらに下げて嬉しそうにするのだ。

「執事じゃなくてメイドがお茶を運んできたのかと思ってびっくりしたら、まさかハルカだったなんて。嬉しいな、ハルカがわざわざ持ってきてくれるなんて」

「こうでもしないと、ジークベルトさんは休憩しないんでしょ？　だから、ちゃんと休憩させないとと思って、今日は監視に来たんですよ」

「あらら。俺の妻は怒っているのかい？　これは怖いなぁ」

　ジークベルトは目尻を下げて照れたように笑いながら、春歌が持ってきたお茶に口をつけた。だが、すぐに何かに気がついた顔になる。

「いつものお茶じゃないんですよ。今日は特別な、リラックスブレンドのお茶にしました」

　春歌がしてやったりという顔をすれば、ジークベルトは困ったように頬をかいた。

　使用人から聞き出した情報によると、ジークベルトは眠気と疲労を一時的に誤魔化すような作用のあるお茶を仕事中に好んで飲んでいるのだという。簡単にいえば、春歌の世界にあったエナジードリンクのようなものなのだろう。

　そんなものばかり飲ませてなるものかと、春歌は最近身に付けつつあるこちらの世界のハーブティーの知識でお茶を用意した。

「……確かに最近癒やしが足りないと思ってたから、こういうのは助かるんだけどさ」

　お茶を飲みながら、ジークベルトはやや不満そうな顔をしていた。不満そうにしつつも、お茶と一緒に持ってきたクッキーを食べているから、春歌としてはまずまず満足だ。

「そうでしょ？　やっぱり、癒やしは大事だもの」

「でもなぁ……全然足りないんだよ」

「えっ」

　驚いたその次の瞬間には、春歌はジークベルトの腕の中に捕らえられていた。春歌を抱きすくめて、高いところから見つめる彼は、悪い顔をしている。

「癒やしはちょこちょこじゃなくまとめてほしいから、仕事が全部片付くまで我慢しようと思ってたのにな。もう、我慢できなくなった」

「……我慢しなくていいですよ」

　低くて甘い声で囁かれて、春歌はすぐに切なくなってしまった。

「じゃあ、今から俺の言うこと聞いて」

「え……」

「ハルカが癒やしてくれるんでしょ？」

　艷やかな笑みを浮かべ、試すようにジークベルトは問う。春歌はその色気にあてられ、戸惑いつつも頷いてしまっていた。

「そこに座って、裾をたくし上げて。……よし、いい子だ」

　ジークベルトに言われるがまま、春歌は執務机に座り、ワンピースの裾をたくし上げていった。

　昼間の明るい部屋でこんなことを……と思うけれども、ジークベルトを喜ばせたいという気持ちに突き動かされる。

　これから何をされるのかは、わかっている。わかっていて、恥ずかしいくせに期待してしまっている。

「緊張しなくていいよ。ハルカにひどいことなんてしないから。身体を楽にして」

「んんっ……」

　ジークベルトは口づけながら、あらわになった春歌の脚に手を這わせた。意味深に動くその指先は、やがて下着の奥の、秘められた場所へと到達する。

　そこは、期待にじっとりと濡れていた。その蜜をかき出すように、ジークベルトの指は春歌の秘処をゆっくりと出入りする。

　触れられた場所からとろけていきそうになって、春歌はジークベルトの舌に自分の舌を絡めた。そうしなければ、あられもない声をあげてしまいそうだった。
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　何度も何度もいいところを擦られ、春歌の秘処はじっとりと濡れていた。蜜が溢れ、内腿を伝っていく。このまま高みに上らされたら、机や床まで汚してしまいそうだ――そんなふうに考えたところで、ジークベルトの指の動きが止まった。

「……え？」

「おしまい。可愛いハルカの姿を見たら、癒やされて元気になったよ」

　身体を火照らせ期待に濡れる春歌とは対照的に、涼しい顔をしてジークベルトは言う。あとわずかで達するというところで止められてしまったため、春歌はその涼しい顔を恨めしい気持ちで見つめた。

「そんな可愛い顔してもだめだよ。……続きは、また今夜ね」

「今夜……？」

　ジークベルトはすがるように見つめてくる春歌の頭を撫で、乱れた服の裾を整えた。そのことで本当に行為がそれきりなのだと悟って、春歌の疼きは増した気がした。

　そして、自分がこの部屋を訪れようと考えたとき、こんなことをされると、あるいはこれ以上のことをされると期待していたのだと気づかされた。

「ハルカのおかげでやる気になったから、張り切って仕事を終わらせるよ。でも、誰にも何にも邪魔されずに新婚生活を過ごすためには、まだ頑張らなきゃいけないんだよなぁ。挙式後は、覚悟しててね」

「挙式後に、何があるんですか……？」

「そりゃあ、ふたりきりでたっぷり愛を確かめ合うんだよ。俺は欲張りだから、しっかり仕事を終わらせたあとは邪魔されずに朝から晩までハルカを可愛がりたいんだ。――それに、愛の結晶はたくさんほしいからね」

　ふっと耳に息を吹き込むように言われ、春歌はそれだけで体温がまた上がるのを感じていた。

　興奮した身体は、愛する人の声だけで高まってしまうものらしい。

「……そろそろ戻りますね。お仕事頑張ってください」

　ジークベルトを癒やすという目的は果たしたし、これ以上ここにいては仕事の邪魔をしてしまうと思って、春歌は執務室を出た。

　自室に戻るために廊下を歩きながらも、頭の中はジークベルトのことでいっぱいだ。彼に触れること、彼に愛でられること、彼と一緒に気持ちよくなることで意識が埋め尽くされてしまっている。

　忙しそうではあるものの、「続きは今夜」と言ってくれたのだ。夜まで待てば、愛を確かめ合うことができるはずだ。そのときは、恥じらいを捨てて思いきりジークベルトに甘えてみよう――そこまで考えて、春歌はようやく初めて結ばれたときの彼の言葉の意味を理解した。

（「いつかハルカがうんと俺を求める日が来たら、俺は全力で受け止めるからね」って、こういうことだったんだ……）

　自分がジークベルトがほしくて仕方がないのだと自覚すると、春歌の身体はさらに熱を持った。

　だが、まだ日は高く、夜までの時間は長い。

　ただ恋しいだけでなく、身体が疼いて仕方がないという初めての経験に、春歌は戸惑いながらもそわそわしながら彼の訪れを待つのだった。










　宣言通り、ジークベルトは挙式まで忙しく仕事をこなし、挙式後はたっぷり休暇を取った。

　休暇の前半は屋敷を離れ、景色が美しい場所を旅行した。

　旅行の間は湖でボートに乗ったり、花畑へピクニックに行ったり、空気のきれいな森の中を散歩したり、ふたりで毛布に包まって夜空を眺めたり、とにかく片時も離れることはなかった。

　屋敷に戻ってからも、ずっと一緒だ。

　朝から晩まで寝台の上で、ふたりは交わり続けた。寝台の上だけではなく、浴室でも、居間でも、人目さえなければいつでもくっついている。

　飽きることなどなく、身体を重ねれば重ねるほど気持ちよさは増していき、愛しい気持ちも増していった。

　とはいえ、そうも長いこと仲良くすること以外していないと不安になるものだ。そろそろ何かもっと別のことを提案してみようかと春歌が考え始めた頃、ジークベルトが久しぶりに朝から身支度を整えていた。

「今日はどこかにお出かけするんですか？」

　ジークベルトに倣って春歌も着替えながら尋ねた。着替えに誰かの手伝いがいるドレスばかりでは不便だろうと、ひとりで着られる機能的な服を何着も仕立ててもらったのだ。そのおかげで春歌は元の世界にいたときとあまり変わらない服装をできているし、巷では聖女様がもたらした新しいファッションとして流行している。

「お出かけじゃないんだけど、見せたいものがあるんだ。ゆっくり朝食を食べたら、ちょうどいい時間になるかな」

　何だかウキウキした様子で春歌の質問に答え、ジークベルトは先に居間のほうへ行ってしまった。春歌もそのあとに続く。

　貴族は朝食を朝食室という場所で摂るし、結婚後女性は自室の寝台で朝食を摂るのが普通らしい。だが、春歌たちは寝室と続きになった居間に朝食を用意してもらっている。そうすれば、片時も離れることなく一緒にいられるから。

「きちんと服を着て朝食を摂るの、すごく久しぶりな気がするね」

　向かいの席に座ると、ジークベルトがにんまり悪い顔で笑った。そんな顔をされると、これまでの淫靡な生活が思い出されて、春歌は頬を赤らめた。

「……そんなことを言ったら、私なんて椅子に座って朝食を摂るのが久々ですよ」

「そうだね。ずっと俺の膝の上にいたもんね。俺のを食べながら、頑張って朝食を食べようとする姿……可愛かったなあ」

「もうっ」

　情事を思い出させるようなジークベルトの言葉に、春歌は照れて怒った。

　このままではまたいつものように濃いふれあいに発展してしまうのかと心配したが、何事もなく食事を終えることができた。

　朝食を済ませると、ジークベルトは春歌の手を引いて屋敷の奥まったところへ案内した。そこは来客を通さないような、屋敷の住人だけが来るところができる特別な離れだった。

　その離れの廊下には、様々な彫刻やタペストリーが飾られており、その並びに肖像画が掛けられている。

「これは、ジークベルトさんのお父様とお母様？」

　凛々しい男性とたおやかな女性が描かれた一対の肖像画を指差し、春歌は尋ねた。服装からして、王族だとわかる。二人の顔立ちにはジークベルトに似通った雰囲気があり、血のつながりを感じさせる。

「そう。先王である父と、その妃だった母だよ」

「お母様、目元がジークベルトさんに似てる」

「そうなんだよ。タレ目でね、よく二人とも眠そうだって言われたなあ」

「お父様は、国王陛下に似てますね。でも、こうしてご両親の肖像画を通して見ると、陛下とジークベルトさんも似てるんだなってわかります」

　会ったこともない人たちなのに、ジークベルトの肉親なのだと思うと不思議な親近感が湧いた。顔立ちの中に、無意識のうちに愛しい人と似たものを探してしまう。

「本当は二人に会わせたかったんだけど、もういないからね。だから、こうして絵だけど見せることができてよかったよ」

　両親の肖像画をじっと見つめて、ジークベルトは言った。彼がどんな気持ちでこの絵を見せたのかを考えて、春歌は何だか胸がいっぱいになった。

「私も、こうしてジークベルトさんのご両親の姿を見ることができて嬉しいです。『ここはお父様似なんだな、ここはお母様かな』って考えると、お二人のこともとっても好きになれる気がして、もう会えなくても家族が増えたんだなって思えます」

「ハルカ……そう言ってくれるなら、この絵を用意してよかったよ」

　感極まったように言ってから、ジークベルトは布の掛かった一枚の絵の前まで行った。そして、そっとその布を外した。

「この絵は、ハルカへの贈り物なんだ」

「わあ……！」

　布を外したその下から現れたのは、寄り添う二人の男女を描いた絵だった。春歌の視線はたちまちその絵に釘付けになり、目には涙が溢れていた。

「お父さん、お母さん……」

「そう。ハルカの父君と母君の絵を用意させたんだ」

「どうやって？　これ、お父さんとお母さんにちゃんとそっくり……」

「人間の大切な、強く覚えている記憶を映し出すことができる魔法があって、それをちょっと使ったんだ。その魔法で映したものを絵師に見せて、描いてもらったんだよ」

「そんなことが……」

　絵の中にあるのは、春歌がよく知っている両親の姿だ。穏やかな顔をして、仲睦まじい雰囲気が伝わってくる。まるで春歌がカメラを向けて、それに対して二人がポーズを取って写ったみたいだ。

　もう二度と見ることができないと思っていた両親の姿を前にして、春歌は自然と涙をこぼしていた。これがこの世界に来た直後であれば、悲しみの涙だっただろう。だが今は、それだけではない。もう会えないと諦めていたぶん、喜びが大きかった。

「君にこの絵を贈ることは、正直悩んだんだ。でもね、俺は自分の子供にちゃんと祖父母の姿を見せてあげたいんだ。子供だけじゃなく孫、さらにもっと先の子孫にまでね。自分たちがどうやってつながってきた命なのかを、目に見える形で残してあげたいんだ」

　そう言って、ジークベルトは春歌の肩を抱く。

　そうして肩を抱かれると絵の中の両親と同じポーズになるのだと気がついて、春歌の胸はさらに熱くなった。そしてしみじみと、ジークベルトを伴侶に選んでよかったと思った。

「ジークベルトさん、ありがとう。この絵があるから私、この世界でこれからもやっていけそうです。寂しくなったらこの絵に、お父さんとお母さんに会いに来ます」

「そうだね、それがいいね。でも俺も、ハルカが寂しくならないように努力するよ」

　ジークベルトは春歌を、優しく後ろから包み込むように抱きしめた。春歌はその手にそっと自分の手を重ねる。

　もしも今後、自分たちの肖像画を描いてもらうなら、こういうポーズがいいな――そんなことを春歌は考えた。できれば若い今ではなく、もう少し年を取ったときに、それでもなお仲がいい夫婦の姿として。それを見て、子供たちや孫たちが少しでも幸せな気分になってくれるように。

「ジークベルトさんのお父さんとお母さんのお話、たくさん聞かせてください。それと、私のお父さんとお母さんの話も聞いてください」

　つながってきたもののこと、これからつないでゆくもののこと。それらについて話したいと思って、春歌は言った。

　それだけで春歌の意図がわかったのか、ジークベルトは穏やかに「わかったよ。たくさん話そう」と答えた。






　たくさん話をするが、言葉少なでもわかりあえるふたりは、それからも末永く仲良く暮らしていく。

　それは後の世にも語り継がれていくほど。
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